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第１章 研究を進めるにあたって 

１ 研究主題 

加齢に伴う健康課題について、「自分事」としての認識を持つ保健学習 

―「心情に働きかける教材」を取り入れた学習を通して― 

 

２ はじめに 

高等学校では、令和４年度から新しい『高等学校学習指導要領（平成 30年告示）』（以下、 

『新学習指導要領』という）が、年次進行でスタートする。『新学習指導要領』の理念や内容の 

理解に加え、新たな健康課題についての授業改善や教材研究など、更なる創意工夫が求められて 

いる。 

筆者のこれまでの保健の授業を振り返ると、日常生活と関連のある教科書以外の身近な情報を 

基に思考を促す発問を行ったりしてきた。しかし、生徒の学習に取り組む姿を振り返ると、生徒 

の現在及び将来の生活における実践力の育成を目指す科目にも関わらず、授業における課題を

「自分事」として捉えられる授業になっていなかったと思われる。特に、既有知識が少なく、自 

分とのつながりをイメージしにくい内容に関しては顕著であり、本研究で扱う「加齢と健康」も、 

他の内容に比べ比較的関心が薄く、生徒が「自分事」としての認識を持てていないように感じて 

いた。 

「平成 27年度高等学校学習指導要領実施状況調査（教師質問紙調査集計結果）」では、教師 

が「生徒が興味・関心をもちにくい」と回答した割合は、「思春期と健康」の 8.4％や「結婚生 

活と健康」の 7.0％に比べ、「加齢と健康」は 68.1％と極めて高い数値を示し、多くの教師もこ 

の単元への課題意識があることが分かった（国立教育政策研究所 2015 pp.24-26）。このこと 

から、「加齢と健康」の指導に当たっては、生徒にとって身近に感じられ、興味・関心が持てる 

学習の工夫が一層必要であると考えられる。 

 今村は、保健の授業づくりについて、「学習者たちの頭脳内にある経験・知識・認識等に働き 

かけ、彼らの想念を刺激しつつ新たな情報を提供し、知識を組み替えさせ新しい自己を形成させ 

る方向で、授業を構想すべきだ」（今村 2017 p.41）と述べている。この「想念」とは、「考 

え思うこと。心に浮ぶ思い」（新潮社 1995）と記されており、生徒の「心」を刺激し、健康課 

題に関心を持たせ、新たな知識を経験や既有知識と関連させながら認識の変容を促すことができ 

るような学習の工夫が必要であると考えられる。 

また今村は「教材」について、「教材」をつくる時の材料を「素材」として捉えており、「素 

材」から「教材」に加工していく過程・プロセスを「教材化」と呼んでいる(今村 2017 p.62)。 

このことから、学習内容の理解を促すためには、教材となる適切な素材を選択し、素材に手を加 

え、教材にしていく過程が重要であると考えられる。 

一方、生徒が学習内容を「自分事」として捉えられるようにすることは、これまでにも多くの 

教育実践者・研究者が問題意識を持ち、研究に取り組んできている。その中でも忠隈は、保健の 

授業「がんの予防」において、「生命の尊さ」を学ぶ道徳の授業を保健の授業に先立って行い、 

同年代のがん患者の実話や実際の写真・音声等を素材とした教材を活用し、生徒の心情に働きか 

け、身近な人や家族の視点を授業に取り入れることで、がんを「自分事」として考えさせた（忠 

隈 2021）。 

本研究においては、忠隈の研究を参考に、筆者とその家族の認知症に係る体験談や、高校生が 

犠牲になった高齢ドライバーによる交通事故のニュース（映像）といった興味・関心や具体的な 

イメージが持てる素材を基に手記を作成したり、身近な人や家族などといった立場を設定した心 

情を問う発問を作成したりするなどして、教材を作成することとした。そして作成した「心情に 

働きかける教材」を活用した学習を通して、加齢に伴う健康課題について「自分事」としての認 

識を持つことができるよう授業を実践することとした。 

以上のことから、本主題を設定するとともに、本研究の成果と課題を明らかにすることは、生 

徒にとって関心が薄く、「自分事」としての認識を持ちにくい内容を扱う保健の授業づくりに貢 

献できると考えた。 
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３ 研究の目的 

 加齢に伴う健康課題について、「自分事」としての認識を持つことができる「心情に働きかけ 

る教材」づくりを通して、仮説の検証結果等を基に教材づくりのポイントを検討する。 

 

４ 研究の仮説 

 高等学校第２学年の保健の単元「加齢と健康」において、「心情に働きかける教材」を取り入 

れた学習を通して、加齢に伴う健康課題について、「自分事」としての認識を持つことができる 

であろう。 

 

５ 研究の方法 

（１）研究を進めるにあたって、理論的研究を行い、仮説を設定する。 

（２）理論研究を基に指導と評価の計画を立て、授業を実践する。 

（３）理論研究と仮説検証の結果を基に、研究のまとめを行う。 

※本研究では、『新学習指導要領』の総則等の内容を踏まえ、『高等学校学習指導要領（平成 21  

年告示）』（以下、『現行学習指導要領』という）に基づき授業を実施した。 
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６ 研究の構想図 
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第２章 理論の研究 

１ 高等学校「科目保健」について 

（１）保健学習の課題について 

  ア 令和４年度から『新学習指導要領』が年次進行でスタートする。改訂にあたり、平成 28 

年の中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要 

領等の改善及び必要な方策等について」（以下、「答申」という）では、現行学習指導要 

領の成果と課題として、子供たちの健康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な 

内容が身に付いていることなど、一定の成果が見られる一方、習得した知識や技能を活用 

して課題解決することや、学習したことを相手に伝えることに課題があるなど、健康課題 

を発見し、主体的に課題解決に取り組む学習が不十分であり、社会の変化に伴う新たな健 

康課題に対応した教育が必要であると指摘している（中央教育審議会 2016 p.186）。 

 これらを踏まえ、保健では、健康に関心をもち、自他の健康の保持増進や回復を目指し 

て、知識の指導に偏ることなく、健康課題に関する課題解決的な学習過程や、主体的・協 

働的な学習過程を工夫するなど、充実を図ることが求められている（中央教育審議会  

2016 p.188）。 

 

イ 「平成 27 年度高等学校学習指導要領実施状況調査」では、生徒の学習に対する意識や 

教師の指導の実際等について明らかにするために、生徒及び教師を対象とした質問紙調査 

（生徒質問紙調査、教師質問紙調査、学校質問紙調査）を実施している。「教師質問紙調 

査（保健）」において、教師が「生徒が興味・関心をもちにくい」と回答した内容毎の割 

合を内容のまとまり毎に図１、２、３に降順で示した（国立教育政策研究所 2015 pp.6- 

32）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 教師が「生徒が興味・関心をもちにくい」と回答した内容毎の割合 

（現代社会と健康） 
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図２ 教師が「生徒が興味・関心をもちにくい」と回答した内容毎の割合 

（生涯を通じる健康） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 教師が「生徒が興味・関心をもちにくい」と回答した内容毎の割合 

（社会生活と健康） 

 

図１、２、３をみると、教師が「生徒が興味・関心をもちにくい」と回答した割合は、 

内容毎に差がみられた。 

全体をみると、「心肺蘇生」、「喫煙，飲酒と健康」や「日常的な応急手当」など、生 

徒にとって身近に感じられる単元や実習を伴う単元は低い数値であり、生徒は興味・関心 

をもちやすいことが分かる。一方で、「様々な保健活動や対策」や「地域の保健・医療機 

関の活用」など具体的な場面を想像（イメージ）しにくい単元では高い数値を示しており、 

身近な健康課題として捉えさせることが難しい単元については課題意識をもっているこ 

とが分かった。特に本研究で扱う「加齢と健康」は、同じ「生涯を通じる健康」の中の、 

「思春期と健康」の 8.4％や「結婚生活と健康」の 7.0％に比べ、「生徒が興味・関心をも 

ちにくい」と回答した割合が 68.1％と高く、多くの教師もこの単元への課題意識があるこ 

とが分かった（国立教育政策研究所 2015）。 

このことから、「加齢と健康」の指導に当たっては、生徒にとって身近に感じられ、興 

味・関心が持てるよう、学習指導の工夫が一層必要であると考えられる。 
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２ 単元「加齢と健康」について 

 表１は、『現行学習指導要領』と『新学習指導要領』、『高等学校学習指導要領（平成 21 

年告示）解説 保健体育編 体育編』（以下、『現行解説保健体育編』という。）と『高等 

学校学習指導要領（平成 30年告示）解説 保健体育編 体育編』（以下 、『新解説保健体 

育編』という）の「加齢と健康」に係る記載内容を比較したものである。 

 

表１ 「加齢と健康」に係る記載内容 

※下線は筆者加筆。 

 

『新学習指導要領』から生涯を通じる健康の学習内容においてこれまで記されていた内容 

に加えて、表１の下線部の「自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動」と生涯 

を通じる健康の保持増進に加えて「回復」という言葉が新たに追加された。 

『新解説保健体育編』の内容（文部科学省 2019 p.208）についても、『現行解説保健体 

育編』の内容（文部科学省 2009）から、表１の下線部の内容が新たに追加された。 

 また、新たに「思考力，判断力，表現力等」について、「加齢と健康について，習得した 

 現行 新 

学習指導要領 

(2) 生涯を通じる健康 

生涯の各段階において健康について

の課題があり、自らこれに適切に対応す

る必要があること及び我が国の保健・医

療制度や機関を適切に活用することが

重要であることについて理解できるよ

うにする。 

ア 生涯の各段階における健康 

生涯にわたって健康を保持増進する

には、生涯の各段階の健康課題に応じた

自己の健康管理及び環境づくりがかか

わっていること。 

（3）生涯を通じる健康について、自他

や社会の課題を発見し、その解決を目指

した活動を通して、次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 生涯を通じる健康について理解を深

めること。 

（ｱ）生涯の各段階における健康 

 生涯を通じる健康の保持増進や回復

には、生涯の各段階の健康課題に応じた

自己の健康管理及び環境づくりが関わ

っていること。 

学習指導要領

解説 

(ｳ)加齢と健康 

加齢に伴う心身の変化について，形態

面及び機能面から理解できるようにす

る。中高年期を健やかに過ごすために

は，若い時から，適正な体重や血圧など

に関心をもち，適切な健康習慣を保つこ

と，定期的に健康診断を受けることなど

自己管理をすることが重要であること

を理解できるようにする。また，生きが

いをもつこと，家族や親しい友人との良

好な関係を保つこと，地域との交流をも

つことなどが重要であることを理解で

きるようにする。 

さらに，中高年の健康状態，生活状況

やこれらに対する種々の施策が行われ

ていることを取り上げるとともに，高齢

社会の到来に対応して，保健・医療・福

祉の連携と総合的な対策が必要である

ことを理解できるようにする。 

なお，機能障害及び社会復帰を図るた

めのリハビリテーションについても触

れるようにする。 

㋒ 加齢と健康 

中高年期を健やかに過ごすためには，

若いときから，健康診断の定期的な受診

などの自己管理を行うこと，生きがいを

もつこと，運動やスポーツに取り組むこ

と，家族や友人などとの良好な関係を保

つこと，地域における交流をもつことな

どが関係することを理解できるように

する。また，高齢期には，加齢に伴い，

心身の機能や形態が変化すること，その

変化には個人差があること，疾病や事故

のリスクが高まること，健康の回復が長

期化する傾向にあることについて理解

できるようにする。 

 さらに，高齢社会では，認知症を含む

疾病等への対処，事故の防止，生活の質

の保持，介護などの必要性が高まること

などから，保健・医療・福祉の連携と総

合的な対策が必要であることを理解で

きるようにする。その際，心身の機能障

害及びリハビリテーションについても

触れるようにする。 
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知識を基に，中高年期の疾病や事故のリスク軽減のための個人の取組と社会的対策を評価す 

ること」と具体的な例示も示された（文部科学省 2019 p.209）。 

 以上の事項を踏まえ、本研究では授業の中に自他の健康課題や高齢社会の課題を発見し、 

その解決を目指す活動や、認知症を含む疾病等への対処や疾病や事故のリスクの高まりにつ 

いて考える活動を取り入れることとした。 

   2018 年（平成 30 年）に学習指導要領が改訂されたが、本校の評価の観点、評価規準につ 

いては『現行学習指導要領』の学習内容で行うことから、本研究では『現行学習指導要領』、 

『現行解説保健体育編』の学習内容で授業を展開することを基本とした。 

なお、高等学校学習指導要領の改訂に伴う移行措置により「全部又は一部について新学習 

  指導要領によることができる」となっていることから、取り扱う内容については柔軟に対応 

することとした。2022 年度（令和４年度）より、『新学習指導要領』に移行することも踏ま 

え、本研究では『新学習指導要領』の内容も一部組み込んでいる（文部科学省 2018）。 

 

 

３ 「自分事」としての認識を持つことについて 

（１）本校の実態について 

本校は 2009 年にクリエイティブスクールの指定を受け、今年で 14年目になる。クリエイ 

ティブスクールとは、「多くの可能性を秘めつつも一人ひとりが持つ力を必ずしも中学校時 

代に十分に発揮しきれなかった生徒が、これまで以上に学習への意欲を高め、基礎学力や社 

会性を身につけるとともに、有意義な高校生活を送る意欲を高める」ことを目指すために設 

置された学校である（神奈川県教育委員会 2011）。 

本校に入学してくる多くの生徒は、もう一度勉強をやり直したい、基礎・基本から学力を 

身に付けたいと思っており、本校の教職員は様々な工夫をしながら日々教育活動を行ってい 

る。 

筆者のこれまでの保健の授業を振り返ると、日常生活と関連のある教科書以外の身近な情 

報を基に思考を促す発問を行ったりしてきた。しかし、生徒の学習に取り組む姿を振り返る 

と、生徒の現在及び将来の生活における実践力の育成を目指す科目にも関わらず、授業にお 

ける課題を「自分事」として捉えられる授業になっていなかったと思われる。また、生徒が 

自分の考えや意見を基に主体的に課題を解決したり、学校での学びと自分の生活とのつなが 

りを感じたりするような学習は十分とはいえず、特に、既有知識が少なく、自分とのつなが 

りをイメージしにくい内容に関しては顕著であり、本研究で扱う「加齢と健康」も、他の内 

容に比べ比較的関心が薄く、生徒が「自分事」としての認識を持てていないように感じてい 

た。 

 

（２）本研究における「『自分事』としての認識を持つ」ことについて 

論文検索サイト CiNii で、「授業」及び「自分事」で検索すると、52 件の論文がヒットす 

る（2022 年 2 月 7 日現在）。各論文を概観してみると、環境問題（ごみ問題など）、政治問 

題、健康問題、防災（自然災害）など、生徒が「自分事」として捉えにくいと考えられる問 

題が取り上げられており、授業における課題を「自分事」として捉えられるようにすること 

は、これまでにも多くの教育実践者・研究者が問題意識を持ち、研究に取り組んできている。 

左川、新谷の「健康課題を自分事として捉える生活習慣病予防教育」によると、「生活そ 

のものを題材にする」、「保護者と共に学ぶ」、「継続的な自己評価」を取り入れ、継続し 

た働きかけを行った結果、健康課題を自分事として捉え、健康な生活を自ら選択して実践す 

る力が育ったと述べている（左川他 2020）。 

また福田の「自分事として社会的問題解決を実践する社会科の授業」 について、今まで 

考えたことがなかった事実と自分の生活を関連づけて考え、「自分にできることは何か」と 
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いう意識が生まれることによって、社会的問題を自分事と捉えられたと述べている（福田  

2020）。 

さらには昨年度、保健と道徳を関連させ、「がんを自分事として捉え、認識を深める」こ 

とを目指した忠隈の先行研究によると、「自分ががん患者の家族だったら、どのような行動 

をとるか」を考えさせたりするなど、身近な人や家族の視点を授業に取り入れたことが、が 

んを自分事として考え、認識を深める上で有効であったと述べている（忠隈 2021）。 

そこで本研究では忠隈の先行研究を参考にし、保健の授業の中で、生徒が加齢に伴う健康 

課題を「自分事」として考えるために、「自分が高齢者になったら」という視点だけでなく、 

「自分が健康課題のある高齢者の家族だったら」という視点でも考えさせることで、自他の 

健康課題について、「自分事」として認識できるようになると考えた。 

 そこで、本研究における「自分事としての認識を持つ」とは、自分に加え、身近な人や家 

族など大切な人の立場に立って、加齢に伴う健康課題の本質や意義を理解することとした。 

 

 

４ 「心情に働きかける教材」について 

（１）心情に働きかけることの意義について 

   今村は認識の変容を目指す保健の授業づくりについて、「学習者たちの頭脳内にある経験・ 

知識・認識等に働きかけ、彼らの想念を刺激しつつ新たな情報を提供し、知識を組み替えさ 

せ、新しい自己を形成させる方向で、授業を構想すべきだ」（今村 2017 p.41）と述べて 

いる。この「想念」とは、「考え思うこと。心に浮かぶ思い」（新潮社 1995）と記されて 

おり、また今村は「認識の変容」を、「新たな情報が加わることで知識の組み替えが行われ、 

より認識が深まること」と定義している。このことから、認識の変容を目指す保健の授業づ 

くりにおいて、生徒の「心」を刺激し、健康課題に関心を持たせ、新たな知識を経験や既有 

知識と関連させながら認識の変容を促すことができるような学習の工夫が必要であると考 

えられる。 

 

（２）「教材」について 

 今村は「教材」について、「学習者に身に付けて欲しい何らかの知識（概念・原理・法則 

など）や技能を、学習者に習得させるために提供する具体的な道具・手立て・仕掛けが『教 

材』である」と述べている。また、その「教材」をつくる時の材料を「素材」として捉えて 

おり、「素材」から「教材」に加工していく過程・プロセスを「教材化」と呼んでいる（今 

村 2017 p.62）。その関係性を図４に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 授業における内容・教材・素材の関係性  （今村 2017 p.62） 
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このことから、本研究では学習内容の理解を促すためには、教材となる適切な素材を活用 

し、素材に手を加え、教材にしていく過程が重要であると考え、本研究では学習指導の工夫 

として「教材」に着目することとした。 

そこで、生徒の心情に働きかけ、認識の変容を促すために、授業者である筆者とその家族 

の認知症に係る体験談や、高校生が犠牲になった高齢ドライバーによる交通事故のニュース 

（映像）といった素材を基に手記を作成したり、身近な人や家族の立場で考えることができ 

る発問を作成したりするなど、「心情に働きかける教材」を授業で取り入れることとした。 

 

 

５ 保健の授業評価票について 

   白石らは、生徒側からの保健授業そのものの評価、生徒が保健授業に対してどのような印 

  象を持っているかについて検討し、保健授業の印象についてアンケート調査を行い、その結 

果を基に保健授業の評価票を作成した（白石他 1998 p.20）。 

   白石らは、生徒の保健授業に対する印象は、「生徒の学習過程に関するもの」、「教師の 

教授過程に関するもの」、「生徒の能動的な思考に関するもの」、「生徒の受動的な思考に 

関するもの」にまとめることができ、これらのうち「能動的思考」に該当する項目について 

は生徒の学習活動を反映するもので、授業を終えて生徒がこれらの印象を多く持つことがで 

きる授業が良い授業であり、これらの項目が生徒による授業評価に利用できると述べ、その 

結果を考慮しつつ、「保健の授業評価票」（表２）を作成した（白石他 1998 p.17）。 

本研究では、白石らの「保健の授業評価票」（表２）を基に、生徒が毎時間の授業をどの 

ように捉えたかを把握するために、内容を一部修正して、「生徒による授業評価の項目」（表 

３）を作成し、活用することとした。 

 

 

表２ 保健の授業評価票 

【質問項目】 

（１）授業は興味深かったですか。 

１、大変興味深かった   ２、興味深かった  ３、普通   ４、興味深くなかった 

５、全く興味深くなかった 

（２）授業の中で新しい発見はありましたか。 

１、かなりあった   ２、あった   ３、普通   ４、なかった 

５、全くなかった 

（３）授業の中で多角的な考え方ができましたか。 

１、かなりできた  ２、できた  ３、普通  ４、できなかった   

５、全くできなかった 

（４）生活で役立つような内容がありましたか。 

１、かなりあった   ２、あった   ３、普通   ４、なかった 

５、全くなかった 

（白石他 1998 p.20） 

 

 

 

 

 



 

10 

表３ 生徒による授業評価の項目 

【質問項目】 

（１）保健の授業は、興味深かったですか。 

４ 大変興味深かった  ３ 興味深かった  ２ 興味深くなかった   

１ 全く興味深くなかった 

（２）保健の授業の中で、新しい発見がありましたか。 

４ かなりあった  ３ あった  ２ なかった  １ 全くなかった 

（３）保健の授業の中で、いろいろな見方で考えることができましたか。 

４ かなりできた  ３ できた  ２ できなかった  １ 全くできなかった 

（４）保健の授業の中で、生活に役立つような内容がありましたか。 

４ かなりあった  ３ あった  ２ なかった  １ 全くなかった 

 

具体的な修正点は、中立的尺度「３、普通」に回答が集中しないよう「３、普通」を除き 

４件法としたことと、表３の下線部を加筆・修正した点である。 
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３章 検証授業 

１ 検証授業 

（１）期間 

   令和３年９月 27日（月）～10月 13日（水） 

※短縮授業について 

     ・９月 27 日（月）、９月 29 日（水）40 分授業（半数登校） 

      →緊急事態宣言中のため、オンライン併用で授業を実施。 

     ・10 月４日（月）、10 月６日（水）40 分授業（全員登校） 

     ・10 月 11 日（月）、10月 13日（水）45分授業（全員登校） 

 

（２）場所   神奈川県立釜利谷高等学校 教室 

 

（３）授業者  神奈川県立釜利谷高等学校 教諭 外赤 広太（筆者） 

     

（４）対象者  第２学年 ３クラス 計 73名 

 

（５）単元名 

   保健 （２）生涯を通じる健康  

ア 生涯の各段階における健康 （ウ）加齢と健康 

 

２ 検証方法 

（１）主なデータの収集方法 

  ア アンケート調査 

  （ア）実態把握アンケート ６月 24日（木） 

（イ）事前アンケート   ９月 24日（金） 

  （ウ）事後アンケート   10月 28日（木） 

  イ ワークシート 

  ウ 毎時間の授業振り返りアンケート（オンライン上のアンケート機能を活用） 

  エ 授業の様子を記録した映像（オンライン授業は、画面録画を実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１時間目は２台タブレットＰＣを使用→ 

（オンラインの生徒対応用に使用） 

黒板 

ビデオカメラ 

←タブレットＰＣ 

（オンラインと同じ画面を投影） 

スクリーン 
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（２）仮説と検証の視点と方法 

 【研究の仮説】 

高等学校第２学年の保健の単元「加齢と健康」において、「心情に働きかける教材」を取 

り入れた学習を通して、加齢に伴う健康課題について、「自分事」としての認識を持つこと 

ができるであろう。 

 

 

 【検証の視点、具体的な視点】 

ア 生徒は保健の授業をどのように捉えたか 

具体的な視点 手がかり 内容及び方法等 

生徒は保健の授

業をどのように

捉えたか 

ワークシート 

（毎時間） 

｢生徒による授業評

価の項目｣ 

（p.10 表３参照） 

質問：「保健の授業は、興味深かったですか。」 

（４件法） 

質問：「保健の授業の中で、新しい発見がありました 

か。」（４件法）  

質問：「保健の授業の中で、いろいろな見方で考える 

ことができましたか。」（４件法） 

質問：「保健の授業の中で、生活で役立つような内容 

がありましたか。」（４件法） 

ワークシート 

（毎時間） 

事後アンケート 

質問：「この授業の感想を自由に書いてください。」 

（自由記述） 

質問：「今回の３時間の授業の感想を自由に書いてく 

ださい。」（自由記述） 

 

  イ 心情に働きかける教材であったか 

具体的な視点 手がかり 内容及び方法等 

具体的にイメー

ジすることがで

きたか 

ワークシート 

（毎時間） 

質問：「今日の授業の教材である『〇〇』で、その場 

面や内容をイメージすることができまし 

か。」（４件法） 

印象に残ったか ワークシート 

（毎時間） 

質問：「今日の授業の教材である『〇〇』は、印象に 

残りましたか。」（４件法） 

※「〇〇」は、教材の名称を表す（下部に記載） 

自分のことや身

近な人たちのこ

とを考える上で

役に立ったか 

事後アンケート 質問：「授業で使用した教材（手記や映像）は、自分

のことや身近な人たち（家族や大切な人な

ど）のことについて考える上で役に立ちまし

たか。」（４件法） 

※「自分のこと」、「身近な人たち（家族や大切な人 

など）」それぞれ回答する。 

教材をどのよう

に捉えたか 

ワークシート 

（毎時間） 

質問：「１時間目の教材である『〇〇』について、感 

想を書いてください。」（自由記述） 

質問：「２時間目の教材である『〇〇』について、感 

想を書いてください。」（自由記述） 

質問：「３時間目の教材である『〇〇』について、感 

想を書いてください。」（自由記述） 

※上記の質問は、１時間毎に分けて検証する。 
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 ワークシート 

（毎時間） 

事後アンケート 

質問：「この授業の感想を自由に書いてください。」 

（自由記述） 

質問：「今回の３時間の授業の感想を自由に書いてく 

ださい。」（自由記述） 

※「〇〇」の教材の詳細について 

・１時間目：「祖母の変化を家族ごととして考える（前編）」 

・２時間目：「高齢者運転事故を起こさないために・・・娘奪われた遺族の訴え」 

・３時間目：「祖母の変化を家族ごととして考える（後編）」 

 

  ウ 加齢に伴う健康課題について、「自分事」としての認識を持つことができたか 

具体的な視点 手がかり 内容及び方法等 

ア 加齢に伴う

健康課題を自分

事として考える

ことができたか 

事前アンケート 質問：「『加齢』に伴う健康課題を自分事として考え 

たことがありますか。」（２件法） 

事後アンケート 質問：「『加齢』に伴う健康課題を自分事として考え 

ることができた。」（２件法） 

事前アンケート 

事後アンケート 

質問：「『加齢』に伴う健康課題は、自分の実生活に 

    も関係がある内容なので学ぶ必要があると 

思いますか。」（４件法） 

質問：「自分の心がけや努力によって、加齢に伴う心 

    身の老化を遅らせることができると思いま 

すか。」（４件法） 

ワークシート 

（毎時間） 

 

質問：「今回行った授業の内容について、日常生活に 

いかそうと思いましたか。」（４件法） 

「『そう思う』『どちらかというとそう思う』 

と回答した人に伺います。いかそうと思う内 

容を具体的に書いてください。」（自由記述） 

ワークシート 

（毎時間） 

事後アンケート 

質問：「この授業の感想を自由に書いてください。」 

（自由記述） 

質問：「今回の３時間の授業の感想を自由に書いてく 

ださい。」（自由記述） 

イ 加齢に伴う

健康課題につい

て、認識を持つ

ことができたか 

事前アンケート 

及び 

３時間目ワークシー

トの記述 

質問：「自分や身近な人たち（家族や大切な人など） 

が長く健康に生きていくために、具体的にど 

んなことに気をつけていけばよいですか。」 

※上記課題の記述内容の比較検討 

ワークシート 

（毎時間） 

事後アンケート 

質問：「この授業の感想を自由に書いてください。」 

（自由記述） 

質問：「今回の３時間の授業の感想を自由に書いてく 

ださい。」（自由記述） 
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３ 単元の目標・評価規準・概要 

本検証授業は、『新学習指導要領』の総則等の内容を踏まえ、『高等学校学習指導要領（平成  

21 年告示）』（以下、『現行学習指導要領』という）に基づき授業を実施した。 

（１）学習指導要領の内容 

   生涯にわたって健康を保持増進するには，生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管

理及び環境づくりがかかわっていること。 

 

（２）単元の目標 

  ア 加齢と健康について、関心をもち、学習活動に進んで取り組むことができるようにする。 

【関心・意欲・態度】 

  イ 加齢と健康について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、総 

合的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。【思考・判断】 

  ウ 加齢と健康について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活や社会のかか 

わりを理解することができるようにする。【知識・理解】 

 

（３）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 

【観察】 

思考・判断 

【ワークシート】 

知識・理解 

【ワークシート】 

①加齢と健康につ

いて、資料を見た

り、読んだりするな

どの学習活動に意

欲的に取り組もう

としている。 

①加齢と健康につ

いて、資料等で調べ

たことを基に課題

を見付けたり、整理

したりするなどし

て、筋道を立ててそ

れらを説明してい

る。 

①加齢に伴う心身の変化、中高年期を健やかに過

ごすための個人でできる取組について理解した

ことを発言したり、記述したりしている。 

②生涯にわたって健康を保持増進するには、高年

期の健康課題に応じた環境づくりが関わってい

ることについて理解したことを発言したり、記述

したりしている。 

③生涯にわたって健康を保持増進するためには、

生涯の各段階における健康課題に応じた自己の

健康管理及び環境づくりが関わっていることに

ついて、理解したことを発言したり、記述したり

している。 
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（４）単元の概要（３時間） 

時間 １（40分） ２（40分） ３（45分） 

内容 
加齢と健康 

オリエンテーション 
加齢と健康 加齢と健康 

学
習
指
導
要
領 

解
説
の
記
載
事
項 

加齢に伴う心身の変化には、形

態面及び機能面に変化がみられ

ること。中高年期を健やかに過

ごすためには、若い時から適切

な健康習慣を保つなど自己管理

をすることが重要であること。 

中高年の健康状態、生活状況や

これらに対する種々の施策が行

われていること。高齢社会の到

来に対応して、保健・医療・福

祉の連携と総合的な対策が必要

であること。 

中高年の健康状態、生活状況や

これらに対する種々の施策が行

われていること。高齢社会の到

来に対応して、保健・医療・福

祉の連携と総合的な対策が必要

であること。 

０ 

 

 

５ 

 

 

10 

 

 

15 

 

 

20 

 

 

25 

 

 

30 

 

 

35 

 

 

40 

 

 

45 

出席確認 

１ オリエンテーション 

２ 本時の到達目標の確認 

出席確認 

１ 前回の内容の振り返り 

本時の到達目標の確認 

出席確認 

１ 前回の内容の振り返り 

本時の到達目標の確認 

３ 手記を読み、自分の考え 

  をまとめる。 

 

 

 

 

 

〇手記に出てくる「祖母」や

「母」のそれぞれの気持ち、

自分がその家族の一員だっ

たらどうするのか、理由も

併せて考える。 

 

 

 

 

 

４ 健康に過ごしていくため

には何が必要かを理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめ、振り返り

【自己評価】 

２ 「高齢ドライバーの交通 

事故」に関する映像を見

る。 

 

 

 

 

３ 高齢者の交通事故の原因 

について考える。 

 

 

 

〇認知機能の低下が多くの事 

故の原因になっていること 

を理解する。 

 

４ 高齢ドライバーの事故を 

防止するための対策につ 

いて理解する。 

 

５ どのような社会的対策を

とればよいか考える。 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめ、振り返り

【自己評価】 

２ 手記を読み、自分の考え 

  をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 将来、健康に生きてい 

  くためにどんな生活を 

送ればよいか理解す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇発問２について、自分の生

活を振り返り、ワークシート

にまとめていく。 

 

 

４ 本時のまとめ、振り返り 

【自己評価】 
  

評
価
機
会 

関・意・態 ①   

思・判  ① ① 

知・理 ① ② ③ 

【発問２】 
あなたが文中の「私」だった
ら、祖母が「認知症」である
と分かった時、家族としてど
のような行動を取りますか。 

【発問３】 
年をとっても健康に若々しく
過ごしていくために、これか
ら先自分にできることは何で
すか。 

【発問２】 
高齢ドライバーが事故を起こ
してしまう原因は何だろう。 

【発問３】 
「運転免許自主返納制度」、「高
齢者の運転免許講習」、「安全運
転サポート車」の中から、気に
なる対策を一つ選び、各対策の
課題や課題の解決方法を調べ、
まとめましょう。 

【発問１】 

「祖母の変化を家族ごととし
て考える（前編・後編）」を読
んで、祖母が充実して暮らし

ていくために、「家族として大
切にすべきこと」は何だと思
いましたか。 

【発問２】 

①自分や身近な人たち（家族や

大切な人など）が健康に生きて
いくために、具体的にどんなこ
とに気をつけていけばよいで

すか。 

 

②中高年期や高齢期を大切な

人（家族など）とともに、健康
で安心して暮らしていくため
にはどんな社会をつくってい

けばよいと思いますか。 

【発問１】 
手記を読んで、「祖母」、「母」
はそれぞれどんな気持ちで生
活を送っていたと思います
か。 

【発問１】 
映像に出てくる被害にあった
高校生の「母親」、加害側にな
った本人や家族の気持ちを考
える。 
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４ 学習指導の工夫 

（１）「心情に働きかける教材」について 

本研究では、指導内容や学習者に応じた教材となる素材を選び、表４、５、６の各教材を 

作成した。授業では、使用する手記や映像（図５、７、９）の内容を共有した後、内容に関わ 

る「祖母」や「母」、「家族」といった立場を設定して心情の変化を問う発問をし、それぞれの 

立場を自分に置き換えて考えさせた。授業の最後に加齢に伴う健康課題について、自分の生 

活と関連付けた発問をし、「自分事」としての認識を持つために考えさせた。 

 

表４ １時間目の学習内容及び教材等について 

学習内容 加齢に伴う心身の変化、中高年期を健やかに過ごすための個人的な取組 

学習課題 
加齢に伴う心身の変化や、健康に生活していく上で自己管理、人との交流、生きが

いの重要性について考える。 

教材 

名称 祖母の変化を家族ごととして考える（前編） 

内容 
健康に過ごしていた祖母が、後に認知症と診断されるまでの間の加齢に伴

う心身の変化や、祖母を支える家族の話を手記にまとめた。 

素材 筆者とその家族の認知症に係る体験談 

発問 

（発問①） 

手記を読んで、「祖母」、「母」はそれぞれどんな気持ちで生活を送って

いたと思いますか。 

（発問②） 

あなたが文中の「私」だったら、祖母が「認知症」であると分かった時、

家族としてどのような行動を取りますか。 

（発問③) 

年をとっても健康に若々しく過ごしていくために、これから先自分にでき

ることは何ですか。 

 

表５ ２時間目の学習内容及び教材等について 

学習内容 高齢期の健康課題に応じた環境づくりの重要性 

学習課題 高齢社会に対する様々な対策や社会として取り組むべき問題について考える。 

教材 

名称 
高齢者運転事故を起こさないために・・・ 

娘奪われた遺族の訴え（原文そのまま記載） 

内容 
高校生が犠牲になった高齢ドライバーによる交通事故のニュース（映像）

を取り上げた。 

素材 高校生が犠牲になった高齢ドライバーによる交通事故のニュース 

発問 

（発問①） 

映像に出てくる被害にあった高校生の「母親」、加害側になった本人や家

族の気持ちを考える。 

（発問②） 

高齢ドライバーが事故を起こしてしまう原因は何だろう。 

（発問③） 

「運転免許自主返納制度」、「高齢者の運転免許講習」、「安全運転サポ

ート車」の中から、気になる対策を一つ選び、各対策の課題等を調べ、ど

うすれば課題を解決できるか自分の考えをまとめましょう。 
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表６ ３時間目の学習内容及び教材等について 

学習内容 生涯の各段階における健康課題に応じた自己の健康管理及び環境づくり 

学習課題 高齢社会に対応した保健・医療・福祉の連携と総合的な対策について考える。 

教材 

名称 祖母の変化を家族ごととして考える（後編） 

内容 
１時間目の手記の続き。認知症の進行に伴う祖母の変化や支える家族の話

を手記にまとめた。 

素材 筆者とその家族の認知症に係る体験談 

発問 

（発問①） 

「祖母の変化を家族ごととして考える（前編・後編）」を読んで、祖母が

充実して暮らしていくために、「家族として大切にすべきこと」は何だと

思いましたか。 

（発問②） 

自分や身近な人たち(家族や大切な人など)が健康に生きていくために、具

体的にどんなことに気を付けていけばよいですか。 

 

ア １時間目使用教材：「祖母の変化を家族ごととして考える（前編）」 

   生徒が加齢に伴う健康課題について身近な問題として考えられるようにするための素材 

として、筆者とその家族の認知症に係る体験談を基に手記を作成した。その概要は図５の

とおりであり、図６は１時間目に使用した発問のスライドと実際の教材活用場面である。 

１時間目に使用する教材は、図５の手記を読み、健康に過ごしていた祖母が後に認知症

と診断されるまでの間の心情の変化や、祖母を支える家族の心情の変化について考え、そ

の内容に合わせて、中高年期を健康に過ごすために、「加齢に伴う心身の変化」、「若い頃か

ら適切な健康習慣を保つことや定期的に健康診断を受けることなど自己管理をする」、「生

きがいをもつことや家族や親しい友人との良好な関係を保つこと、地域との交流をもつこ

となどの重要性」などについて理解することを学習のねらいとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ １時間目のワークシートに掲載した実際の手記 

「祖母
そ ぼ

の変化
へ ん か

を家族
か ぞ く

ごととして考
かんが

える（前
ぜん

編
ぺん

）」 

28歳
さい

の私
わたし

は、母
はは

、父
ちち

、姉
あね

の４人
にん

家
か

族
ぞ く

で、姉
あね

は結
けっ

婚
こん

し家
いえ

を出
で

たため、私
わたし

と共
と も

働
ばたら

きの両親
りょうしん

の３人
にん

で暮
く

ら

している。近
きん

所
じ ょ

には祖母
そ ぼ

(母側
ははがわ

)も一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしており、一緒
いっ し ょ

に外食
がいしょく

をしたり、旅行
り ょ こ う

に行
い

ったりと良
りょう

好
こ う

な

関
かん

係
けい

だった。祖
そ

母
ぼ

は若
わか

い頃
ころ

から同
おな

じ職
しょく

場
ば

で長
なが

く 働
はたら

いていたので、知
ち

識
し き

や経
けい

験
けん

も豊
ほう

富
ふ

、職
しょく

場
ば

の人
ひと

から

よくしてもらっていたのもあり、６５歳
さい

を過
す

ぎても元気
げ ん き

に働
はたら

いていた。 

しかし、祖母
そ ぼ

が７０歳
さい

を過
す

ぎ、腰痛
よ うつう

が悪化
あ っ か

するなど体調
たいちょう

を悪
わる

くしたこともあり、仕事
し ご と

を辞
や

めることとな

った。 

その後
ご

祖母
そ ぼ

に会
あ

いに行
い

くと、同
おな

じことを何
なん

度
ど

も聞
き

いたり、予
よ

定
てい

を忘
わす

れたりと今
いま

まで見
み

られなかった

言動
げんどう

や行動
こ う ど う

がみられるようになった。始
はじ

めは誰
だれ

も病気
びょ う き

が原因
げんいん

とは思
おも

わなかった。いや、今
いま

考
かんが

えるとそう

思
おも

いたくなかったのかもしれない。私
わたし

は祖母
そ ぼ

を心配
しんぱい

している母
はは

の様子
よ う す

を見
み

ていると、これからどうなっ

ていくのか想像
そ うぞ う

もできず、とても不
ふ

安
あん

になった。 

月
つき

日
ひ

が経
た

つにつれて症
しょう

状
じょう

が多
おお

く見
み

え始
はじ

めたので、母
はは

が病
びょう

院
いん

へと連
つ

れて行
い

き検
けん

査
さ

を受
う

けた。検査
け ん さ

の

結果
け っ か

は「認知症
にんちしょ う

」。家族
か ぞ く

にとって大変
たいへん

な日々
ひ び

の始
はじ

まりでもあった。 

後編
こうへん

へ続
つづ

く。。。 
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図６ １時間目に使用した発問のスライドと実際の教材活用場面 

 

イ ２時間目使用教材：「高齢者運転事故起こさぬため・・・娘奪われた遺族の訴え」 

２時間目には同年代の高校生が犠牲になった高齢ドライバーによる交通事故のニュース

（映像）を取り上げた。その概要は図７のとおりであり、図８は２時間目の授業で映像を

視聴している場面と生徒の活動の様子である。 

ニュースの中で亡くなった高校生の母親等が社会的な対策について言及しており、高校

生の母親や加害側の家族の心情を考える活動を通して、免許返納制度等を生徒に考えさせ

るきっかけの教材とした。また、加害者もなりたくてなったわけではないことについても

触れ、社会として取り組むべき問題としての気付きを促した。 

本教材は映像を基に、「中高年の健康状態などに対して様々な施策が行われていること」

などについて理解することを学習のねらいとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ２時間目のワークシートに掲載した本教材の概要 

※上記の内容は、「テレ朝 news-テレビ朝日のニュースサイト」のウェブページより一部引用。 

（https://news.tv-asahi.co.jp/news_society/articles/000091249.html 2016年12月31日） 

より閲覧可能（2022 年 2月 15日現在）。 

「高齢者
こうれいしゃ

運転
うんてん

事故
じ こ

を起
お

こさないために・・・」 

事故
じ こ

全体
ぜんたい

の件数
けんすう

は年々
ねんねん

減
へ

ってきているが、75歳
さい

以
い

上
じょう

の高
こ う

齢
れい

ドライバーによる事
じ

故
こ

の割
わり

合
あい

は増
ふ

え続
つづ

けています。全
ぜん

国
こ く

で相
あい

次
つ

ぐ死
し

亡
ぼう

事
じ

故
こ

を受
う

け、現在
げんざい

高齢者
こうれいしゃ

で免許
めんきょ

返納
へんのう

をする人
ひと

が増
ふ

えています。しかし、

高齢者
こうれいしゃ

ドライバーの状況
じょうきょう

はさまざまで、運転
うんてん

を続
つづ

けるのか免許
めんきょ

を返納
へんのう

するのか、判
はん

断
だん

は分
わ

かれていま

す。返
へん

納
のう

を決
けつ

意
い

した理
り

由
ゆう

もさまざまなようです。 

交通
こ うつ う

事故
じ こ

への不安
ふ あ ん

から返納
へんのう

する人
ひと

がいる一方
いっぽう

、他
た

の交
こ う

通
つう

手
し ゅ

段
だん

が少
す く

ない地
ち

域
いき

では運
う ん

転
てん

せざるを得
え

ない事
じ

情
じょう

もあり、どうしても免許
めんきょ

が手
て

放
ばな

せない人
ひと

たちもいます。 

事故
じ こ

にあった高校生
こう こうせい

の母親
ははおや

は、「高齢者
こうれいしゃ

ドライバーの今後
こ ん ご

のハンドルを握
にぎ

る手
て

にこの事
じ

故
こ

は大
おお

きな

影
えい

響
きょう

を与
あた

えると思
おも

う。同
おな

じような事
じ

故
こ

が起
お

こらないように、免
めん

許
き ょ

制
せい

度
ど

の見
み

直
なお

しなど今
こん

後
ご

も社
し ゃ

会
かい

に働
はたら

き

かけていきたい。また高齢者
こうれいしゃ

の方
ほう

が車
くるま

の運転
うんてん

をしなくてもよくなる、そんな社会
しゃかい

になるためのスタート

でもあると思
おも

っている。」と話
はな

している。 

※「高
こ う

齢
れい

者
し ゃ

運
う ん

転
てん

事
じ

故
こ

起
お

こさぬため・・・娘
むすめ

奪
うば

われた遺
い

族
ぞ く

の訴
うった

え（内容
ないよう

一部
い ち ぶ

抜粋
ばっすい

） 

（ANNnews 2016年 12月 31日） 
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図８ ２時間目の授業で映像を視聴している場面と生徒の活動の様子 

 

ウ ３時間目使用教材：「祖母の変化を家族ごととして考える（後編）」 

３時間目の教材は、１時間目の内容の続きであり、認知症の進行に伴う祖母の変化や支え

る家族の話を手記にまとめた。その概要は図９のとおりであり、図 10は３時間目に使用した

発問のスライドと実際の教材活用場面である。 

３時間目に使用する教材は、祖母が認知症と診断された後、保健・医療・福祉に関連する

サービスを活用しながら祖母を支えていく家族の心情を考える活動を通して、その内容を基

に、「高齢社会に対応した保健・医療・福祉の連携と総合的な対策の必要性」などについて理

解することを学習のねらいとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ ３時間目のワークシートに掲載した実際の手記 

「祖母
そ ぼ

の変化
へ ん か

を家族
か ぞ く

ごととして考
かんが

える（後編
こうへん

）」 

祖母
そ ぼ

はずっと一人
ひ と り

で住
す

んでいたこともあり、「認
にん

知
ち

症
しょう

」の診
しん

断
だん

を受
う

けた後
あと

は家族
か ぞ く

で相談
そうだん

をし、高
こ う

齢
れい

者
しゃ

向
む

け

の賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

に引
ひ

っ越
こ

すことを決
き

めた。それからは、仕事
し ご と

をしていた時
とき

に比
く ら

べて人
ひと

との関
かか

わりも減
へ

っていっ

た。 

病気
びょうき

の進行
しんこう

にともない、ニュースで聞
き

いたことがあるようなことが連
れん

日
じつ

起
お

きるようになった。知
し

らない間
あいだ

にお金
かね

が減
へ

ったり、夜
よる

に外
そと

を出
で

歩
ある

いて転
てん

倒
と う

しケガをしたり、どこでお金
かね

を使
つか

ったか、なぜ外
そと

に出
で

かけたのか、

何
なに

を聞
き

いてもわからない、そんな日々
ひ び

が続
つづ

いた。いつどこで何
なに

が起
お

こるかわからない状況
じょうきょう

になったので、母
はは

は仕事
し ご と

を辞
や

め、毎
まい

晩
ばん

祖
そ

母
ぼ

の様
よう

子
す

を見
み

に行
い

くことにした。私
わたし

も時間
じ か ん

がある時
とき

は母
はは

と一緒
いっしょ

に祖母
そ ぼ

の様子
よ う す

を見
み

に

行
い

っていたが、連日
れんじつ

の対応
たいおう

に母
はは

も疲
つか

れ果
は

て、体
たい

調
ちょう

を崩
くず

してしまった。この状況
じょうきょう

を家族
か ぞ く

としてどうしたらいいの

か悩
なや

んでいた。 

悩
なや

んだ末
すえ

に、母
はは

は担
たん

当
と う

の※１ケースワーカーの方
かた

に相
そう

談
だん

をし、高
こ う

齢
れい

者
しゃ

向
む

けの賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

から介護
か い ご

や看護
か ん ご

、リ

ハビリテーションなど必要
ひつよう

なサービスを受
う

けることができる特
と く

別
べつ

養
よう

護
ご

老
ろう

人
じん

ホームへと場
ば

所
し ょ

を移
うつ

して、祖
そ

母
ぼ

の

様
よう

子
す

を見
み

守
まも

ることにした。特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホーム入居後
にゅうきょご

は、施設
し せ つ

の方
かた

のサポートもあり、祖母
そ ぼ

も少
すこ

しずつ元
げん

気
き

を取
と

り戻
もど

していった。またそれに伴
ともな

って母
はは

も介
かい

護
ご

の負担
ふ た ん

が減
へ

り、徐
じ ょ

々
じょ

に体
たい

調
ちょう

も戻
もど

り始
はじ

め、それからは定期的
て い き て き

に祖母
そ ぼ

の顔
かお

を見
み

に行
い

きながら様
よう

子
す

を見
み

ることになった。 

以
い

前
ぜん

は自
じ

分
ぶん

の足
あし

で行
い

きたいところに行
い

っていた祖
そ

母
ぼ

。今
いま

は車
くるま

椅
い

子
す

に乗
の

って生
せい

活
かつ

している。以
い

前
ぜん

に比
く ら

べて

腕
うで

も細
ほそ

くなり、会
あ

うと笑
え

顔
がお

で接
せっ

してくれるが、私
わたし

のことを覚
おぼ

えているかどうかはわからない。私
わたし

のためにいろ

んなことをしてくれた祖母
そ ぼ

のために、もっとできることがあったのではないか、会
あ

いに行
い

って祖
そ

母
ぼ

の顔
かお

を見
み

る

と、そんなことを考
かんが

えてしまう。4月
がつ

で 88歳
さい

を迎
むか

えた祖
そ

母
ぼ

は元
げん

気
き

に生
せい

活
かつ

している。 

※「ケースワーカー」:福祉
ふ く し

の専門家
せん も んか

として病人
びょうにん

や身体
しんたい

障害
しょうがい

を抱
かか

えている家
か

族
ぞ く

、一人
ひ と り

暮
ぐ

らしの高齢者
こうれいしゃ

など

様々
さまざま

な理由
り ゆ う

により地域
ち い き

で福祉
ふ く し

サービスを必要
ひつよう

としている人
ひと

に社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

の立
たち

場
ば

から相
そう

談
だん

や助
じ ょ

言
げん

を行
おこな

い支
し

援
えん

する人
ひと
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図 10 ３時間目に使用した発問のスライドと実際の教材活用場面 

 

（２）その他の学習の工夫 

１時間目はクラスの半数がオンラインで授業を受けていたため、図 11のように学習支援ソ 

フトで画面共有をしながら、左半分をプレゼンテーションソフトのスライド、右半分でチャ 

ット機能を活用し、生徒がオンラインでも授業に参加できるように授業を実施した。 

また、この状況でも自分の考えや意見を表出したり、共有したりする環境をつくりたいと 

考え、図 12のように質問機能やアンケート機能を活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 オンライン授業の画面共有中の画面（１時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 質問機能やアンケート機能の活用場面（１時間目） 
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５ 授業の実際 

【本時の展開】（１／３時間目） 

（１）本時の学習のねらい 
＜関心・意欲・態度①＞加齢と健康について、資料を見たり、読んだりするなどの学習活動に意
欲的に取り組もうとすることができるようにする。 
＜知識・理解①＞加齢に伴う心身の変化、中高年期を健やかに過ごすための個人でできる取組に
ついて理解することができるようにする。 
（２）本時の評価内容と評価方法 
≪関心・意欲・態度①≫【観察】 
≪知識・理解①≫【ワークシート】※オンライン併用のため、電子データを提出させた。 

（３）展開 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は
じ
め
５
分 

１ オリエンテーション 
２ 本時の到達目標の確認をする。 

・授業に対する心構え、意義について説明する。 
・本時の到達目標を伝える。 

な
か
３０
分 

３ 手記を読み、自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

〇手記に出てくる「祖母」や「母」のそれぞれ 

 の気持ちや自分がこの家族の一員だったら 

どうするのか、理由も併せて考える。 

 

 

 

 

 

 

４ 健康に過ごしていくためには何が必要か

を理解する。 

〇年をとっても健康で生きている人にどのよ

うな人がいるか、またその人たちはどのよう

なことに気を付けているかを考える。 

・話の理解を深めるために読み上げて伝える。 

・生徒に想像させ、自分の思ったこと、考えたことを

答えたり、チャットに書き込んだりするように促す。 

 

 

・形態面、機能面の変化や加齢に伴う心身の変 

化には、個人差があることを理解させる。加 

齢に伴って高まっていくものについても触 

れる。 

 

 

 

・学習支援ソフトの質問機能で回答させ、全員で共有 

させる。 

・アンケート機能を活用して生徒に送信させ、集約し

た結果を画面に映し共有する。 

 

 

 

 

 

 

・生活習慣に関連することから、いろんな見方で考え

るように促す。 

≪関心・意欲・態度①≫ 

ま
と
め
５
分 

５ 本時のまとめ、振り返り【自己評価】 

〇発問について自分の意見をまとめ、授 

業の振り返りを行う。 

・共有した意見を参考にして、発問に対する自分の意

見をまとめ、授業の振り返りを電子データで提出す

るように伝える。 

≪知識・理解①≫ 

【授業者としての振り返り】クラスの半数がオンライン形式で授業を受ける形になり、生徒の様
子が見えないため不安な部分も多かったが、教室にいる生徒もオンラインの生徒も授業に参加で
きるように工夫（p.20 参照）をしたことで、どちらの生徒も積極的に取り組む姿勢がみられた。
40分という短い時間だったが、それぞれの質問に対して生徒が自分の考えを表出していたのはと
てもよかった。 
【研究の視点からの振り返り】心情を問う発問を通して、手記の「祖母」や「母」、「自分」などそ
れぞれの立場になって考えることで、具体的にその場面をイメージすることができ、一人ひとり
が自分の考えを持つことができたと思われる。 

本時の到達目標 この授業が終わった時、みんなはこれができるようになる。 
①「加齢に伴う心身の変化」について理解し、具体例を挙げられるようになる。 
②加齢と健康についての学習課題に、自分のこととして取り組むことができるようになる。 

【発問３】年をとっても健康に若々しく過ごしていくために、これから先自分にできることは 
何ですか。 

【発問２】あなたが文中の「私」だったら、祖母が「認知症」であると分かった時、家族として 
どのような行動を取りますか。 

【予想される答え】 
祖母に優しく接する 母を助ける 等 

【予想される答え】 
運動する 人との繋がりを大切にする 等 

【発問１】 
手記を読んで、「祖母」、「母」はそれぞれ
どんな気持ちで生活を送っていたと思いま
すか。 
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【本時の展開】（２／３時間目） 
（１）本時の学習のねらい 
＜思考・判断①＞加齢と健康について、資料等で調べたことを基に課題を見付けたり、整理した
りするなどして、筋道を立ててそれらを説明することができるようにする。 
＜知識・理解②＞生涯にわたって健康を保持増進するには、高年期の健康課題に応じた環境づく
りが関わっていることについて理解することができるようにする。 
（２）本時の評価内容と評価方法 
≪思考・判断①≫ 【ワークシート】 
≪知識・理解②≫ 【ワークシート】 
（３）展開 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は
じ
め
５
分 

１ 前回の内容の振り返り、本時の到達目標を 

確認する。 

〇本時の到達目標を伝える 

な
か
３０
分 

２ 「高齢ドライバーの交通事故」に関す   

る映像を見る。 

 

 

 

 

３ 高齢者の交通事故の原因について考える。 

 

 

 

 

 

〇認知機能の低下が多くの事故の原因になっ 

ていることを理解する。 

 

４ 高齢ドライバーの事故を防止するための

対策について理解する。 

〇高齢者の事故の原因は、認知機能の低下によ

るものが多く、事故を防止するために様々な

取組があることを理解する。 

 

５ どのような社会的対策をとればよいか考

える。 

 

 

 

 

〇５で扱った内容について、興味がある対策を

一つ選び、選んだ対策の課題と課題の解決方

法について考える。 

 

 

・何人か生徒に聞く。 

・誰もが被害者や加害者になってしまう可能性があ

ることを伝える。 

 

 

 

 

・前回の内容や映像からイメージしたものをワーク

シートに書かせる。 

 

 

 

 

・高齢者の交通事故について、何か知っている対策が 

あるか生徒に聞く。 

・「運転免許自主返納制度」や「高齢者講習」、「安全運

転サポート車」など現在行われている対策について

どのような対策が行われているのか説明する。 

 

・被害者や加害者とならないように、様々な対策につ 

いて考えていく必要があることを伝える。 

 

 

 

 

・今回扱った対策以外に考えたものがあれば、ワーク

シートに自由に書いてよいことを伝える。 

≪思考・判断①≫ 

ま
と
め 

５
分 

６ 本時のまとめ、振り返り【自己評価】 

〇発問について自分の意見をまとめ、授業の振 

り返りを行う。 

・調べてまとめたことと授業の振り返りをアンケー

ト機能を活用して送信するように伝える。 

≪知識・理解③≫ 

【授業者としての振り返り】高校生が関わる映像だったので、生徒も集中して見ていた。様々な
発問を通して生徒が何を感じ、何を考えたのか、共有する時間がもう少し確保できると、より学
習内容の深まりがみられるのではないかと感じた。 
【研究の視点からの振り返り】映像を見た後に、それぞれの立場の心情を考えることにより、後
半部分の社会的対策を、自分の家族や身近な人と関連付けながら考えることができたと思われる。 

本時の到達目標  
①高齢者による交通事故に関する課題を自分事として考えることができるようになる。 
②高齢者による交通事故を減らすには、環境づくり（社会的対策）が大切であることを理解し、 
具体例を挙げられるようになる。 

【発問２】高齢ドライバーが事故を起こしてしまう原因は何だろう。 

【発問３】「運転免許自主返納制度」、「高齢者の運転免許講習」、「安全運転サポート車」の中か

ら、気になる対策を一つ選び、各対策の課題や課題の解決方法を調べまとめましょう。 

【予想される答え】 
判断力低下、操作ミス、反射神経が鈍化 等 

【発問１】 
映像に出てくる被害にあった高校生の「母親」、
加害側になった本人や家族の気持ちを考える。 
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【本時の展開】（３／３時間目） 
（１）本時の学習のねらい 
＜思考・判断①＞加齢と健康について、資料等で調べたことを基に課題を見付けたり、整理した
りするなどして、筋道を立ててそれらを説明することができるようにする。 
＜知識・理解③＞生涯にわたって健康を保持増進するためには、生涯の各段階における健康課題
に応じた自己の健康管理及び環境づくりが関わっていることについて、理解することができるよ
うにする。 
（２）本時の評価内容と評価方法 
≪思考・判断①≫ 【ワークシート】 
≪知識・理解③≫ 【ワークシート】 

（３）展開 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は
じ
め
５
分 

１ 本時の内容を確認する。 

 

 

〇前回の内容の振り返り 

・本時の到達目標を伝える 

 

 

・３時間のまとめの時間であることを伝える。 

な
か
３０
分 

２ 手記を読み、自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 将来健康に生きていくためにどんな生活

を送ればよいか理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇発問２について、自分の生活を振り返り、ワ

ークシートにまとめていく。 

・話の理解を深めるために前編も併せて読み上 

げて伝える。 

・自分の経験も併せて伝えていく。 

 

 

 

・何人かの生徒に聞く。 

・身近な人（家族など）や社会全体で支え合い、明るく

健康に生きていくことが大切であることを伝える。 

 

 

・イメージしやすくするために、年をとっても元気に

過ごしている人の例や未病改善の取組、自分の経験

等を踏まえて説明する。 

 

 

 

 

 

 

・前回の授業を振り返り、自分の思ったこと、考えたこ

とをワークシートに書かせる。 

≪思考・判断①≫ 

ま
と
め
１
０
分 

４ 本時のまとめ、振り返り【自己評価】 

〇発問について自分の意見をまとめ、授 

業の振り返りを行う。 

・今の自分にできることを考え続けていくことが、自

分や家族（大切な人）が健康に生きるために重要であ

ることを伝える。 

・アンケート機能を活用して授業の振り返りを送信す

るように伝える。 

≪知識・理解②≫ 

【授業者としての振り返り】３時間のまとまりの中で、それぞれの立場や視点を明確にすること
で、一つひとつの課題に対して生徒が取り組みやすい学習環境をつくることができた。また、生
徒が積極的に課題に取り組み、自分の生活に関連付けながら意見や考えをまとめている姿がとて
も印象的だった。 
【研究の視点からの振り返り】自分の実体験を中心に、経験したことやその時の心情を伝えなが
ら、加齢に伴う健康課題を「自分の健康課題」という視点だけでなく、そこに「家族の健康課題
を考える」という視点を加えることで、より様々な健康課題を「自分事」として考えることがで
きたのではないかと考えられる。 

本時の到達目標  
①自分や身近な人が長く健康で生きていくために何をすべきか説明できるようになる。 
②健康で安心して暮らしていく社会をつくるために、どんな対策が必要か説明できるようになる。 

【発問１】「祖母の変化を家族ごととして考える（前編・後編）」を読んで、祖母が充実して暮らし

ていくために、「家族として大切にすべきこと」は何だと思いましたか。 

【予想される答え】 

一人ひとりが健康に気を付ける 

家族で支え合う 等 

【発問２】①自分や身近な人たち（家族や大切な人など）が健康に生きていくために、具体的にど

んなことに気をつけていけばよいですか。 

     ②中高年期や高齢期を大切な人（家族など）とともに、健康で安心して暮らしていくた

めにはどんな社会をつくっていけばよいと思いますか。 
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６ 結果と考察 

  検証授業で得られたデータを基に、検証の視点（p.12－13参照）に沿って仮説を検証するこ 

ととした。 

  検証授業の出席者数は、表７のとおりである。また、事前・事後・授業アンケートの回収状 

況については、表８に示したとおりである。 

 

表７ 検証授業の出席者数 

 １時間目（オンライン併用） ２時間目 ３時間目 

２年Ａ組（23名） 20名 20名 20名 

２年Ｂ組（25名） 20名 23名 23名 

２年Ｃ組（25名） 24名 20名 21名 

合計（73名） 64名 63名 64名 

 

表８ 事前・事後・授業アンケート、回収状況 

 事前 授業① 授業② 授業③ 事後 

２年Ａ組（23名） 20 名 20 名 20 名 20 名 22 名 

２年Ｂ組（25名） 19 名 20 名 23 名 23 名 24 名 

２年Ｃ組（25名） 22 名 24 名 20 名 21 名 22 名 

合計（73名） 61 名 64 名 63 名 64 名 68 名 

 

表９ 全授業出席者かつ全アンケート提出者数 

 全授業出席者かつ全アンケート提出者数 

２年Ａ組（23名） 14名 

２年Ｂ組（25名） 17名 

２年Ｃ組（25名） 18名 

合計（73 名） 49名 

 

 対象クラスＡ組、Ｂ組、Ｃ組の調査結果における、複数項目のデータを比較したところ、項目 

によって差がみられたが、３クラスとも同じ内容の授業を行ったため、本研究では、３クラスを 

一つの集団として分析することとした。 

また、本研究でのアンケートの分析においては、３時間出席した者、かつ事前・事後アンケー 

トの両方に回答している 49名（表９参照）のデータのみを対象とした。 

本研究においては、４件法によるアンケート結果において、「そう思う」、「どちらかというとそ 

う思う」を合わせて「そう思う群」、「どちらかというとそう思わない」、「そう思わない」を合わ 

せて「そう思わない群」として、グラフには数値を太枠で囲んで示した。また、本研究において 

４件法と表記する場合の選択肢は、一部の質問を除き、上記選択肢を意味することとする。 

そして、割合を表記したグラフに関しては、小数点第１位を四捨五入しているため、合計が 100％ 

にならない場合がある。  

なお、文中の生徒の記述については、誤字・脱字を除き、生徒が記述したままの表現で記載し、 

太字、下線は筆者が加筆した。 
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（１）生徒は保健の授業をどのように捉えたか 

「生徒は授業をどのように捉えたか」を把握するため、「生徒による授業評価の項目」を活 

用し、生徒が毎時間の授業をどのように捉えたかを把握することとした。「生徒による授業評 

価の項目」（p.10表３参照）の四つの質問に、４件法で生徒に授業を評価してもらった。  

   

  ア 保健の授業は興味深かったか 

図 13は毎時間授業後に実施したアンケートの「保健の授業は、興味深かったですか。」 

という質問（４件法）に「とても興味深かった」、「興味深かった」、「興味深くなかった」、 

「全く興味深くなかった」の選択肢の中から一つ選んで回答してもらった結果の回答割合 

である。 

 表 10は授業アンケートの「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対 

する回答（抜粋）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 「保健の授業は、興味深かったですか。」に対する回答割合の３時間の比較 

 

表 10 「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対する回答（抜粋） 

分かりやすく興味を持って授業を受けられました。（１時間目） 

最近認知症のことを考えていたので、今回の授業を深く学べることができました。（１時間目） 

高齢者の事故はこの間も話題になっていたし最近多いから興味を持つことができた。（２時間目） 

すごい想像しやすくて、ためになる授業だったからよかった。興味深かった。（３時間目） 

 

    図 13を見ると、３時間とも「とても興味深かった」と「興味深かった」の肯定的な回答 

   をした生徒が 96％と高い値となった。また、３時間目では「とても興味深かった」と回答 

した生徒が１時間目と比較して、14ポイント上昇する結果となった。 

   また、表 10を見ると、下線部のような「分かりやすい」や「想像しやすい」、「話題にな 

っていた」などといった記述がみられた。 

これらのことから、身近に感じる（イメージしやすい）素材を選択したことや、映像を 

活用したことにより、生徒は興味を持って授業に取り組むことができたと考える。 

 

(N=49) 
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イ 保健の授業の中で、新しい発見があったか。 

図 14は毎時間授業後に実施したアンケートの「保健の授業の中で、新しい発見がありま 

したか。」という質問（４件法）に「かなりあった」、「あった」、「なかった」、「全くなかっ 

た」の選択肢の中から一つ選んで回答してもらった結果の回答割合である。 

 表 11は授業アンケートの「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対 

する回答（抜粋）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 14 「保健の授業の中で、新しい発見がありましたか。」に対する回答割合の 

３時間の比較 

 

表 11 「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対する回答（抜粋） 

高齢者運転事故が増えている事は前から知っていたけど、免許返納などの制度がある事を初

めて知りました。（２時間目） 

授業をはじめるまでは健康や祖母や祖父の健康などを考えてなかったけど、三時間授業をと

うして健康の大切さ高齢者への心遣いを大切にしようとおもいました。（３時間目） 

健康に生きていくためには運動も大事だけど記憶力を下げないためにはコミュニケーション

も大事なんだなと思いました。（３時間目） 

 

図 14を見ると、３時間とも「かなりあった」と「あった」については、90％近くの生徒 

が肯定的な回答をしており、また、１時間毎に「かなりあった」と回答した生徒が約 10ポ 

イントずつ上昇する結果となった。 

また、表 11を見ると、下線部のような新たに考えたことや学んだことに関する記述がみ 

られた。 

これらのことから、使用した手記や映像に関わる「祖母」や「母」、「家族」などの心情の 

変化を考えたり、社会的な対策などについて自ら調べ、解決方法を考える活動を取り入れ 

たりしたことにより、生徒の新たな気付きに繋げることができたと考える。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間目

2時間目

3時間目
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(N=49) 
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ウ 保健の授業の中で、いろいろな見方で考えることができたか。 

図 15は毎時間授業後に実施したアンケートの「保健の授業の中で、いろいろな見方で考 

えることができましたか。」という質問（４件法）に「かなりできた」、「できた」、「できな 

かった」、「全くできなかった」の選択肢の中から一つ選んで回答してもらった結果の回答 

割合である。 

 表 12は授業アンケートの「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対 

する回答（抜粋）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 「保健の授業の中で、いろいろな見方で考えることができましたか。」に対する 

回答割合の３時間の比較 

 

表 12 「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対する回答（抜粋） 

被害者のことばかりしか考えてこなかったので、高齢者側の原因を考えてみたのが、すごく

新鮮でした。（２時間目） 

歳をとるとどんなに健康を気にかけてても視力の低下、筋力の衰え等は防ぐことは出来ない。

だから免許を返納したり、 持っていても運転しない等をして欲しいけど、住んでる環境によ

ってはどうしても運転しなきゃならなかったり、自分はまだ大丈夫と思ってる人の方が多い

からまだまだポスター等で呼び掛けが必要だなと思いました。（２時間目） 

高齢者だけが運転について考えるのではなく社会のみんなが高齢者の運転について考えて

いかなければいけないなと思った。（３時間目） 

 

図 15を見ると、３時間とも「かなりできた」と「できた」と 90％以上の生徒が肯定的な 

回答をしており、「できなかった」、「全くできなかった」と回答した生徒に関しては、１時 

間目と比較して６ポイント減少する結果となった。 

また、表 12 を見ると、下線部のような自分以外の視点でも考えている記述がみられた。 

これらのことから、手記や映像に関わる登場人物を自分に置き換えて考えさせる活動を 

取り入れたことにより、一つの課題に対していろいろな見方で考えることができたと考え 

る。 

 

 

29%

33%

33%

61%

59%

63%

10%

8%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間目

2時間目

3時間目

かなりできた できた できなかった 全くできなかった
(N=49) 

90% 

92% 

96% 



 

28 

エ 保健の授業で、生活に役立つような内容があったか。 

図 16は毎時間授業後に実施したアンケートの「保健の授業の中で、生活に役立つような 

内容がありましたか。」という質問（４件法）に「かなりあった」、「あった」、「なかった」、 

「全くなかった」の選択肢の中から一つ選んで回答してもらった結果の回答割合である。 

 表 13は授業アンケートの「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対 

する回答（抜粋）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 「保健の授業の中で、生活に役立つような内容がありましたか。」に対する回答 

割合の３時間の比較 

 

表 13 「この授業の感想を自由に書いてください」（自由記述）に対する回答（抜粋） 

認知症にもし私の祖母がなってしまったら、家族みんなで協力し合い、祖母の言葉にも耳を傾け、

みんなが負担してしまわないように介護サービスを利用したりして祖母と関わっていきたいとも

思った。（３時間目） 

今回の授業で認知症に対して今まで以上にしっかりと考えることが出来た。祖母とは沢山優しく接

してコミュニケーションを取っていき、家族みんなで支え合い、日常生活に生かしていこうと思っ

たことをしっかりと成し遂げていきたいと思った。また、認知症になってしまった高齢者やなりそ

うな高齢者を救いやすい社会になって欲しいなと思った。（３時間目） 

 

図 16を見ると、１時間目の「かなりあった」、「あった」の肯定的な回答をした生徒の割 

合は、１時間目は 100％、２・３時間目も 90％を超える高い値を示す結果となった。 

また、表 13を見ると、下線部のような自分の日常生活に関連付けている記述がみられた。 

 これらのことから、「自分事」としての認識を持たせるために、自分の生活と関連付けた 

発問をし、考えさせる活動を取り入れたことにより、生徒は自分の日常生活に照らし合わ 

せ、その中でできることを考えることができたと考える。 
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3時間目

かなりあった あった なかった 全くなかった
(N=49) 

〇検証の視点「（１）生徒は保健の授業をどのように捉えたか」 

・「興味深かったか」、「新しい発見があったか」、「いろいろな見方で考えることができたか」、 

「生活に役立つような内容があったか」の４点で保健の授業評価を実施した結果、どの項目 

も肯定的な回答が多く、ほとんどの生徒が保健の授業を肯定的に捉えていた。 

・どの項目にも否定的な回答が少数あり、同一の生徒による回答が多かった。それぞれ記述等

を分析してみたところ、当該生徒の授業への参加状況にも問題なく、記述内容も否定的な理

由はなかった。当該生徒は、全体を通して厳しく自己評価をしている傾向が認められた。 

100% 

94% 

92% 
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（２）心情に働きかける教材であったか 

   図 17は毎時間授業後に実施したアンケートの「今日の授業の教材である『〇〇』※で、そ 

  の場面や内容をイメージすることができましたか。」という質問（４件法）に「かなりできた」、 

「できた」、「できなかった」、「全くできなかった」の選択肢の中から一つ選んで回答しても 

らった結果であり、また図 18は「今日の授業の教材である『〇〇』は、印象に残りましたか。」 

いう質問（４件法）に「かなり印象に残った」、「印象に残った」、「印象に残らなかった」、「全 

く印象に残らなかった」の選択肢の中から一つ選んで回答してもらった結果の回答割合であ 

る。 

※「〇〇」は教材の名称であり、次のとおり。 

・１時間目：「祖母の変化を家族ごととして考える（前編）」 

・２時間目：「高齢者運転事故を起こさないために・・・娘奪われた遺族の訴え」 

・３時間目：「祖母の変化を家族ごととして考える（後編）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 「今日の授業の教材である『〇〇』で、その場面や内容をイメージすることが 

できましたか。」に対する回答割合の３時間の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 「今日の授業の教材である『〇〇』は、印象に残りましたか。」に対する回答 

割合の３時間の比較 
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図 17を見ると、３時間とも「かなりできた」と「できた」の肯定的な回答をした生徒が 

96％、図 18も同様に「かなり印象に残った」、「印象に残った」と回答した生徒が１，３時間 

目については 96％、２時間目については 100％と高い値となった。 

また、それぞれの教材についての感想（自由記述）には次のような記述があった。 

 

表 14 「〇時間目の教材である『〇〇』についての感想を書いてください。」（自由記述）に 

対する回答（抜粋） 

１時間目 

教材：「祖母の変化を家族ごととして考える（前編）」 

私も自分のおじいちゃんが認知症になったときに親にたよってしまって何もでき

なかったから親の時は自分がやろうと思った。 

私の祖母も認知症だったので、昔のことを思い出しました。改めて考えて見ると、

母も祖母も不安だったんだなぁと思いました。今出来ることをよく考えられたの

で、次は頑張りたいと思いました。 

自分がもしその場面にあったら何もできないなって思った。今日の授業をやっても

しこのような場面があったら今日のことを参考にしたいなって思いました。 

２時間目 

教材：「高齢者運転事故を起こさないために・・・娘奪われた遺族の訴え」 

自分のおじいちゃんも車を使っていたけど、この前免許を返していたから、事故を

起こすかもしれない前に返せて良かったなと思った。 

自分の祖母はまだ車を運転してるからそろそろこの話を持ち出そうと思いました。 

今日の映像を見て本当にこういうことがあるんだと知り、私もいつかこうなるのか

なって不安でいっぱいでした。 

私のおじいちゃんもお年寄りだけど仕事のために車を使っているので他人事じゃ

ないなと思いました。高齢者が事故をおこさないように色々な対策や制度があるこ

とを知ったのでおじいちゃんに教えたいと思いました。 

３時間目 

教材：「祖母の変化を家族ごととして考える（後編）」 

祖母が認知症になってしまい、会っても自分のことを覚えてくれているかどうか分

からないのは想像以上に辛いのだろうなと思った。だからこそ、私は今のうちに沢

山会いに行って、沢山会話をして優しく接していこうと思った。 

また、もし私の祖母が認知症になってしまったら、家族みんなで協力し合い、祖母

の言葉にも耳を傾け、みんなが負担してしまわないように介護サービスを利用した

りして祖母と関わっていきたいとも思った。 

前編でも思ったことになるけどいつなにが起こるかわからないから自分も不安に

なりました。私にもおじいちゃんとおばあちゃんがいるのでちゃんと家族で相談し

ていきたいとおもいました。 

先生のおばあさんもある程度、自分の介護で前よりかは家族が大変な思いをしてい

るのを分かっていると思うから、その不安を自分がその立場になったら、家族にそ

の大変さを感じさせないように息抜きをしながら介護をしていきたいと思いまし

た。 

 

表 14の感想には、自分の生活や経験、身近な人や家族と関連付けて考えている記述がみら 

れた。特に、表 14の下線部のように教材の内容に自分や自分の家族（祖母や祖父など）を重 

ね合わせて考えている記述が多くみられた。 

このことから、それぞれの手記や映像に関わる登場人物の立場と自分を置き換えて、「自分 

だったらどうするか」を考えさせる活動が有効に機能したのではないかと考えられる。 
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図 19は「授業で使用した教材（手記や映像）について、自分のことや身近な人たち（家族 

  や大切な人など）のことについて考える上で役に立ちましたか。」いう質問（４件法）に「役 

に立った」、「どちらかというと役に立った」、「どちらかというと役に立たなかった」、「役に 

立たなかった」の選択肢の中から一つ選び、「自分のこと」、「身近な人たち（家族や大切な人 

など）」それぞれ回答してもらった結果の回答割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 「授業で使用した教材（手記や映像）について、自分のことや身近な人たち 

（家族や大切な人など）のことについて考える上で役に立ちましたか。」に対する 

回答割合 

 

図 19を見ると、「自分のこと」、「身近な人たち（家族や大切な人など）」それぞれ考える上 

で「役に立った」と「どちらかというと役に立った」の肯定的な回答をした生徒がどちらも 

90％を超える高い値となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47%

59%

47%

37%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のこと

身近な人たち

（家族や大切な人など）

役に立った どちらかというと役に立った

どちらかというと役に立たなかった 役に立たなかった (N=49) 

〇検証の視点「（２）心情に働きかける教材であったか」のまとめ 

・３時間の授業で活用した教材について、ほとんどの生徒はそれぞれの場面や内容をイメー 

ジすることができ、印象に残る教材であったと考えられる。 

・各教材については、それぞれ自分のことや身近な人たち（家族や大切な人など）のことに 

ついて考える上で有効に機能し、各教材の感想からも学習内容に自分の生活や経験、家族な 

どを関連付けて考えている記述が多くみられた。本研究における教材は、自分のことや身近 

な人たち（家族や大切な人など）のことを考える上で有効に機能したと考えられる。 

94% 

96% 
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（３）加齢に伴う健康課題について、「自分事」としての認識を持つができたか。 

  ア 加齢に伴う健康課題を自分事として考えることができたか。 

   図 20は、事前アンケートの「『加齢』にともなう健康課題を自分事として考えたことがあ 

りますか。」という質問（２件法）に「考えたことがある」、「考えたことがない」の選択肢の 

中から一つ選んで回答してもらった結果の割合と、事後アンケートの「『加齢』に伴う健康課 

題を自分事として考えることができましたか。」という質問（２件法）に「考えることができ 

た」、「考えることができなかった」の選択肢の中から一つ選んで回答してもらった結果の割 

合を比較したグラフである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 「『加齢』にともなう健康課題を自分事として考えることができたか。」に対する 

回答割合の事前・事後の比較 

 

図 20を見ると、「考えることができた」の割合は、事前の 39％から事後では 98％と 59 

ポイント上昇し、「加齢に伴う健康課題」を自分事として考えることができたと回答してい 

る。 

また図 21は、毎時間授業後に実施したアンケートの「『加齢』に伴う健康課題を自分事 

して考えることができましたか。」という質問（２件法）に対する回答割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 「『加齢』にともなう健康課題を自分事として考えることができましたか。」に 

対する回答割合の３時間の比較 

39%

98%

61%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

考えることができた 考えることができなかった (N=49) 

98% 

98%

100%

94%

2%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間目

2時間目

3時間目

考えることができた 考えることができなかった (N=49) 

98% 

94% 

100% 



 

33 

図 21を見ると、３時間ともに 94％以上の生徒が「自分事として考えることができた」と回 

答している。 

 

図 22は、事前・事後アンケートの「加齢に伴う健康課題は、自分の実生活にも関係がある 

内容なので学ぶ必要があると思いますか。」という質問（４件法）に対する回答割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 「加齢に伴う健康課題は、自分の実生活にも関係がある内容なので学ぶ必要が 

あると思いますか。」に対する回答割合の事前・事後の比較 

 

図 22を見ると、事前・事後ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の肯定的 

な回答をした生徒が 96％を占めており、また、事後アンケートでは「そう思う」と回答した 

生徒が 14ポイント上昇する結果となった。 

 

図 23は、事前・事後アンケートの「自分の心がけや努力によって、加齢に伴う心身の老化 

を遅らせることができると思いますか。」という質問（４件法）に対する回答割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 「自分の心がけや努力によって、加齢に伴う心身の老化を遅らせることができる 

と思いますか。」に対する回答割合の事前・事後の比較 

 

図 23を見ると、事前・事後ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の肯定的 

な回答をした生徒が 90％を占めており、また事後アンケートでは「そう思う」と回答した生 

徒が 16ポイント上昇する結果となった。 

 

37%
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45%
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そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない (N=49) 
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そう思う どちらかといえばそう思う
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また図 24は、毎時間授業後に実施したアンケートの「今回行った授業の内容について、日 

常生活にいかそうと思いましたか。」という質問（４件法）に対する回答割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 「今回行った授業の内容について、日常生活にいかそうと思いましたか。」に 

対する回答割合の３時間の比較 

 

図 24を見ると、３時間とも肯定的な回答をした生徒が 90％を超える高い値となった。 

   また、上記の質問に対して、「そう思う群」に回答した生徒のうち、「いかそうと思う内容 

を具体的に書いてください。」という自由記述の回答を表 15に示し、回答を分類したものを 

表 16に示した。 

 

 

表 15 図 23の質問で、「そう思う群」に回答した生徒に対する「いかそうと思う内容を具体的 

に書いてください。」の自由記述の内容（抜粋） 

「自分の生活と関連付けている」記述 

いつまでも若々しく自分がいれるように、生活習慣を正し適度な運動、食事を取って過ごして

いく。（１時間目） 

話を聞いて改めて高齢者になったら体が言う事聞かなくなる、できないことが増えると感じた

ので自分ができることをやろうと思った。生活習慣をまた見直そうと思いました。（１時間目） 

今回の授業を受けて、10分程度でいいから毎日運動しようと思いました。（２時間目） 

老化は年齢とともに体が衰えることなので、どう頑張っても防ぐことは出来ない。出来なくて

も遅らせることや健康でいることは出来る。だから規則正しい生活、バランスの良い食事、適

度な運動、頭を使ったパズル等のゲームをする等を 4つ全部いきなりやるってなると難しいか

ら、自分が出来そうなものから生活に取り入れていきたいと思った。（３時間目） 

先生が何回もいっていたように健康は大切なことだと思うので、私は少し運動を心がけようと

おもいました。（３時間目） 
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そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない (N=49) 
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「家族や身近な人と関連付けている」記述 

私のおばあちゃんも現にどんどん老化による体の変化が出てきています。私はただ悲しくて何

もしてあげられない自分の無力さが嫌になっていたところだったので、今日の授業を通して、

改めてもっとちゃんとおばあちゃんと向き合おうと思えました。（１時間目） 

自分なら祖父などが認知症になった時どうすることが出来るのか。普段通り接するのは無理だ

からきつく言わずもう少しの人生をその人なりに楽しませることができるようにしたいと思

った。（１時間目） 

自分もおじいちゃんが運転をするので気をつけてもらえるように伝えたいなと思いました。 

（２時間目） 

周りのおじいさんおばあさんが運転してたりするので教えてあげたいと思いました。 

（２時間目） 

これから祖父母の介護が必要になった時に今回の本人の気持ちを汲み取る事が大事、って事を

活かしたいと思います。（３時間目） 

家族や知り合いがこのようなことになったら、解決できるように、その人のために何ができる

かを考えようと思った。（３時間目） 

 

表 16 図 23の質問で、「そう思う群」に回答した生徒に対する「いかそうと思う内容を 

具体的に書いてください。」の自由記述に対する具体的な回答の割合 

自由記述の内容 
１時間目 

(N=46) 

２時間目 

(N=46) 

３時間目 

(N=45) 

自分の生活と関連付けている記述 72％ 74％ 67％ 

身近な人や家族と関連付けている記述 39％ 39％ 51％ 

その他 ４％ ７％ 16％ 

 

表 16を見ると、３時間ともに自分の生活に関連付けた内容に関する記述の割合が多くみら

れた。生徒の記述からも、表 15 のような自分の生活や経験、身近な人や家族と関連付けて考

えている記述がみられ、その他の記述にも社会的な問題や対策について、自分の考えや意見

を記述していたり、様々な社会的な問題や対策と自分の身近な人や家族と関連付けて考えて

いたりする記述もみられた。 

 

イ 加齢に伴う健康課題について、認識を持つことができたか。 

   生徒が加齢に伴う健康課題について、認識を持つことができたかを検証するために、「自分

や身近な人たち（家族や大切な人など）が長く健康に生きていくために、具体的にどんなこ

とに気をつけていけばよいですか。」という質問を、事前アンケートと３時間目の学習課題（ワ

ークシートに記入）で設定し、記述内容の変容を分析した。 

事前アンケートの実施日が分散登校期間と重なってしまったため、事前アンケートのデー

タについては、アンケート機能を活用し、各自の端末から送信してもらったデータを活用す

ることとした。 

なお、事前アンケートの回答については、記入時間の確保等ができていないこともあり、

結果として事前アンケート時の記入文字数に関しては、極端に少なかったことなどを考慮し

て分析の結果を考える必要があることを申し述べておく。 

はじめに、生徒が書いた事前アンケートの記述内容と３時間目のワークシートの記述内容 

  には、どのようなキーワードが使われているのか、概観することとした。図 25は、テキスト 

マイニング※により、事前と３時間目の記述内容の頻出単語を可視化した図である。 
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データの対象である 49 名分の記述をＡＩテキストマイニングにかけたところ、図 25 のよ

うな結果となった。（一人の生徒が複数のキーワードを記入している場合も、それぞれカウン

トしている。また、生徒が記述したキーワードの出現回数が多いほど、文字が大きく表され

る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 テキストマイニングによる事前・３時間目記述の頻出単語の比較 

※ユーザーローカル テキストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）に 

よる分析。 

 

図 25を見ると、事前アンケートでは、「運動」や「食生活」といった「生活習慣」に関す 

る内容についてのキーワードが多くみられた。３時間目のワークシートをみてみると、事前 

アンケートで多くみられた「生活習慣」に関するキーワード以外に、「コミュニケーション」 

や「家族」、「祖母」といったキーワードが新たに発現した。また、出現している語句数も事 

前の 62語から３時間目では 72語に増加しており、これは、授業で活用した教材の内容が印 

象に残り、記述内容に影響したのではないかと考えられる。 

 

次に、対象である 49名の事前アンケートと３時間目のワークシートの記述内容にどのよう 

な変化があったのか分析した。 

分析にあたっては授業で扱った学習内容（『現行解説保健体育編』「（ウ）加齢と健康」の内

容）と生徒の記述内容を踏まえ、記述内容を７つのカテゴリーに分類し（表 17）、その割合を

事前と３時間目で比較した（図 26）。その際、生徒１名の記述において、複数のカテゴリーが

あればそのカテゴリー毎にカウントした。 

 

表 17 生徒の記述内容の分類 

 各項目 『現行解説保健体育編』の記載事項 

１ 心身の変化 
「加齢に伴う心身の変化について，形態面及び機能面から理解できる
ようにする」 

２ 生活習慣 
「中高年期を健やかに過ごすためには，若い時から，適正な体重や血圧
などに関心をもち，適切な健康習慣を保つこと」 

３ 自己管理 「定期的に健康診断を受けることなど自己管理をすること」 

４ 生きがい 「生きがいをもつこと」 

５ 人間関係 
「家族や親しい友人との良好な関係を保つこと，地域との交流をもつ
ことなどが重要であること」 

６ 総合的な対策 

「中高年の健康状態，生活状況やこれらに対する種々の施策が行われ
ていること」 
「高齢社会の到来に対応して，保健・医療・福祉の連携と総合的な対策
が必要であること」 

７ その他 上記の記載事項以外 

（事前アンケート） （３時間目ワークシート） 
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図 26 事前と３時間目で比較した各カテゴリーの記述割合 

 

   図 26 を見ると、事前に関しては、「生活習慣(栄養、運動、休養など)」に関する記述が多

く、他のカテゴリーの記述は少なかった。３時間目のワークシートでは、「生活習慣」に関す

る記述以外に「人間関係」や「生きがい」、「自己管理」に関する記述が増え、特に大きく増え

た「人間関係」の記述については、家族と関連付けた記述が多くみられた。また、「その他」

の記述では、「病気や介護について詳しく知っておく」や「健康になるために色々な知識を身

に付ける」といった知識を身に付けることの重要性についての記述がみられた。 

   

   次に、事前アンケートと３時間目のワークシートを比較して、特に大きな変容がみられた 

生徒Ａ、Ｂ、Ｃの記述について、筆者が下線・太字で加筆し、表 18に示した（一部抜粋）。 

 

表 18 特に大きな変容がみられた生徒の記述内容 

〇生徒Ａ 

＜事前＞ 

生活習慣に気をつけてる。 

＜３時間目ワークシート＞ 

生活習慣をととのえる。朝はやくおき、夜おそくにねない。朝、昼、夜しっかりとご飯をたべ

る。自分のしたいことをたくさんする。生きがいをもつようにする。 

家族が健康で長生きしてもらうために、家族にあまりめいわくをかけないようにする。家族と

の交流を大切にする。ごはんたべる時はみんなそろってたべたり、休日は一緒におでかけした

りする。 

〇生徒Ｂ 

＜事前＞ 

食事、睡眠、運動 

＜３時間目ワークシート＞ 

生活習慣をくずさない。1 日少しでもいいから運動する。自分分析をする。自分の体調につい

て知っておく。病気とかについてくわしく知っておく。 

周りの人と助けあいをする。優しくしたり、困ってる人がいたら声をかける。相手の気持ちを

理解するようにする。軽い運動の時には家族と一緒にやる。 

78%

2%

0%

0%

0%

8%

12%

88%

88%

24%

18%

8%

0%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活習慣

人間関係

生きがい

自己管理

総合的な対策

心身の変化

その他

事前

3時間目

(N=49) 

(オンラインで実施) 

(対面授業時紙面で実施) 
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〇生徒Ｃ 

＜事前＞ 

食事や運動 

＜３時間目ワークシート＞ 

適度な運動、バランスの良い食事、健康で生活するためのある程度の知識。 

たくさんの人とコミュニケーションをとる。祖父や祖母を一人暮らしさせない。 

 

   生徒Ａは、生活習慣について、事前では具体的な記述はみられなかったが、３時間のワー

クシートでは、生活習慣の内容がより具体的になり、その他にも「生きがいを持つこと」や

「家族との良好な関係を保つこと」といった記述がみられた。結果として、新たに「生きが

い」、「人間関係」の二つのカテゴリーに関する記述が増加した。 

 生徒Ｂは、事前の「食事、睡眠、運動」という記述から、３時間のワークシートでは、「自

分の体調について知っておく」といった「自己管理」に関することや「相手の気持ちを理解

する」など「人間関係」に関する記述がみられた。また正しい知識を身に付けることの重要

性についての記述もみられ、結果として、新たに「自己管理」、「人間関係」、「その他（正しい

知識を身に付ける）」の三つのカテゴリーに関する記述が増加した。 

 生徒Ｃは、事前の「食事や運動」という記述から、３時間のワークシートでは、「たくさん

の人とコミュニケーションをとる」、「祖父や祖母を一人暮らしさせない」といった「人間関

係」に関する記述や、「健康で生活するためのある程度の知識」といった正しい知識を身に付

けることの重要性についての記述もみられ、結果として、新たに「人間関係」、「その他（正

しい知識を身に付ける）」の二つのカテゴリーに関する記述が増加した。 

   表 19は、記述内容のカテゴリー数を事前と３時間目で比較し、増加したカテゴリーの数毎

の割合（人数）と合計の割合（人数）を表したものである。 

 

表 19 事前から３時間目に増加したカテゴリーの数毎の割合（人数）と 

合計の割合（人数） 

増加した 

カテゴリーの数 
割合（人数） 合計 

＋１ 39％（19名） 

92％（45名） ＋２ 43％（21名） 

＋３ 10％（５名） 

（N＝49） 

※増加したカテゴリーの数の例 

・「＋１」：（０→１、１→２など）、「＋２」：（０→２、１→３など）、 

「＋３」：（０→３、１→４など） 

 

   表 19をみてみると、事前と３時間目のワークシートを記述内容のカテゴリーの数で比較し

た結果、92％の生徒がカテゴリー数を増やす結果となった。 

 これらのことから、生徒の認識に広がりがみられるなど、加齢に伴う健康課題について、

92％の生徒において、加齢に伴う健康課題についての認識に変容がみられたと考えられる。

変化がみられなかった４名の生徒をみてみると、２名の生徒は事前アンケートで「生活習慣」

の１項目のみ記述があったが、３時間目のワークシートには「生活習慣」の項目がなくなり、

「人間関係」の１項目の記述に変化していた。また残る２名の生徒は、事前と３時間目どち

らも「生活習慣」の記述をしており、内容に関して変化はみられなかった。 
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〇検証の視点「（３）加齢に伴う健康課題について、『自分事』としての認識を持つができた

か。」のまとめ 

ア「加齢に伴う健康課題を自分事として考えることができたか」について 

・毎時間の記述からも、自分の生活や経験、家族や身近な人と関連付けて考えている記述が多 

くみられた。また社会的な問題や対策について、自分の考えや意見を記述していたり、様々 

な社会的な問題や対策と自分の家族や身近な人と関連付けて考えている記述がみられたこ 

とから、ほとんどの生徒が、加齢に伴う健康課題を自分事として考えることができたのでは 

ないかと考えられる。 

イ「加齢に伴う健康課題について、認識を持つことができたか」について 

・事前アンケートの際、記述時間の確保ができなかったという条件の違いはあるものの、記述 

内容に具体的な内容が記載されるようになったり、考える視点が増えた（生活習慣以外の視 

点を獲得した）りしたことから、生徒は検証授業を通してこれまで以上に加齢に伴う健康課 

題について認識を持つことができるようになったと考えられる。 

・また、自分の生活や家族、自分の将来と関連付けて考えている記述が多くみられ、自他の健 

康課題について考えることができる有効な活動になったのではないかと考えられる。 
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第４章 研究のまとめ 

 

  本研究は、加齢に伴う健康課題について、「自分事」としての認識を持つことができる「心 

情に働きかける教材」づくりを目的として進めてきた。その結果、加齢に伴う健康課題につ 

いて、「自分事」としての認識を持つ上で「心情に働きかける教材」が有効に機能することが 

示唆された。 

 そして、仮説検証の結果等から、本研究の成果と課題、今後の展望を次のように整理した。 

 

１ 研究の成果と課題 

（１）研究の成果 

ア 「心情に働きかける教材」の有効性 

  本研究では、「身近に感じる題材(家族や同年代の高校生にまつわる事柄など)」を素材 

に教材を作成し、授業を行った。本教材は、生徒にとって興味・関心を持つことができ、

併せて具体的なイメージを持つことで、現実的で身近な健康課題として考えることに有 

効であったと考えられる。 

また、身近な人や家族といった立場を設定し、登場人物の心情を問い、その後それぞれ 

の立場と自分を置き換えて、自分の生活と関連付けた発問をすることによって、生徒は自 

己の健康課題だけでなく、身近な人や家族の健康課題ついても考えることができ、自他の 

健康課題について考えることができる有効な教材であることが分かった。 

 

イ 「自分事」としての認識の持たせ方 

本研究では、加齢に伴う健康課題の本質や意義を理解し、「自分事」としての認識を持 

たせるために課題を設定し、授業を行った。その結果、生徒は生活習慣の他、人間関係や 

生きがいなど、個人や家族の取組について「自分事」としての認識を持つことができた。   

 

 

（２）研究の課題 

加齢に伴う健康課題について、個人や家族の取組について「自分事」としての認識を持

たせることができた一方で、社会的対策などについては身近に受け止めさせることがあま 

りできず、他の内容に比べ十分に認識を持たせることができなかった。また、３時間の授

業での検証となり、単元を通した検討は十分にできなかった。 

 本研究では、学習内容の理解を促すために、学習指導の工夫として「教材」に着目し研

究を進めてきた。より教材の学習効果を高めていくためには、生徒の実態を見極め、単元

計画を作成し、単元の中で教材をどう活用していくかを検討する必要があると感じた。 

生徒の生活と社会的な対策などを結び付け、「自分事」としての認識を持たせることが

できるように、単元計画や教材の内容、発問など更なる工夫が必要であると考える。 
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（３）教材づくりの提案 

   本研究の成果と課題を踏まえ、加齢に伴う健康課題について、生徒が「自分事」としての  

  認識を持つことができる教材づくりのポイントについて、次のとおり提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の展望 

 高等学校では、2022 年度（令和４年度）から『新学習指導要領』が年次進行でスタートする。 

『新学習指導要領』を鑑みて、今後の展望を次の通り整理した。 

 

（１）カリキュラム・マネジメントの推進を見据えた授業づくりについて 

本研究では、教材を工夫し、加齢に伴う健康課題を自分事として考えることを目的とし研 

究を行った。検証授業では、教科の枠を越えて多くの先生方に参観していただき、そこで情 

報交換の時間を持てたことで、自身の視野を広げることができた貴重な機会になった。また、 

その中で保健のみならず多く先生方も、様々な課題を「自分事」として考えてほしいという 

思いを持っていることが分かり、筆者の課題（p.7 ３（１）「本校の実態」参照）は、学校全 

体の共通の課題であることが分かった。その中で、「生徒に自分事として考えさせる」は、よ 

りよい授業をつくっていく上で、重要なキーワードになると改めて認識することができた。 

今後は、生徒や学校の実態を見極め、各学校の教育の目的や目標の実現に向けて教科等横

断的な視点で指導内容や指導方法等を考え、生徒の成長のために学校全体で授業改善に取り

組んでいく事が重要であると考える。 

 

（２）「体験活動」の充実について 

   『新解説保健体育編』では、「内容の取扱いに当たっての配慮事項」に新たに「体験活動」 

の項目が追加され、実感しながら理解できるように地域・家庭と連携・協働しつつ、体験活 

動の機会を確保していくことが求められている（文部科学省 2019 p.227）。 

本研究の当初の予定では、高齢者の行動や心情に対する理解を深め、具体的なイメージを

持たせるために、高齢者疑似体験を取り入れるなど具体的な体験を中心とした計画をしてい

た。しかし、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に伴う分散登校中の授業実施上の留意 

事項等により、体験的な活動を実施することができなかった。 

今後は、知識の指導に偏ることなく、資質・能力の三つの柱をバランスよく育むことがで

きるように、具体的なイメージを持つことができる体験的な学習を取り入れるなど実感しな

がら理解できるよう学習過程を工夫していきたいと考えている。 

 

 

＜素材選択のポイント＞ 

（１）生徒が興味・関心を持てるように、生徒にとって身近に感じる題材（家族や同年代の 

高校生にまつわる事柄など）を取り入れる。 

（２）具体的なイメージを持つことができるように、「手記」や「映像」などを活用する。 

 

＜発問のポイント＞ 

（１）登場人物の心情を問う発問をする。 

（２）登場人物と自分(生徒)を置き換え、「自分だったらどうするか」を考える発問をする。 

（３）生徒の生活と関連付けた発問をする。 

※（１）、（２）、（３）の順番に発問し活動する。 
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（３）『新学習指導要領』の全面実施に向けた授業づくりについて 

   高等学校では、2022 年度（令和４年度）から『新学習指導要領』が年次進行でスタートす 

る。学習指導要領の改訂に伴い、教科の目標及び内容については育成を目指す資質・能力の 

三つの柱に沿って再整理され、どのような資質・能力を育成していくのかが明確化された。 

これからは、単元を通して、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう 

力、人間性等」の三つの資質・能力をどのように育成していくかが教員には求められている。 

この視点に立ってみると、本研究において加齢に伴う健康課題を「自分事」として考えら 

れるようにするために活用した「心情に働きかける教材」は、科目保健に係る「思考力、判 

断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の二つの資質・能力の育成に寄与できるの 

ではないかと考える。 

一つ目の「思考力、判断力、表現力等」については、自他や社会の課題を発見し、課題解決 

に向けて自ら考え、適切な方法を選択し、判断する力を身に付けることを目指しており、ま 

た二つ目の「学びに向かう力、人間性等」については、自他の健康や環境づくりに関心をも 

ち、生涯を通じて健康の保持増進や回復を目指す実践力を育てることを目指している（文部 

科学省 2019 p.198）。 

本研究の成果にもあるように、「身近に感じる題材（家族や同年代の高校生にまつわる事柄 

など）」を取り入れ、その教材に「身近な人や家族」といった視点を取り入れたり、それぞれ 

の立場と自分を置き換えて、自分の生活と関連付けて考えられるように工夫したりすること 

で、生徒は興味・関心を持ち、課題解決に向けて自ら考え判断し、自他の健康課題について 

考えることができた。このような生徒の変容から、特に二つの資質・能力の育成に寄与でき 

るのではないかと考える。 

 また、三つの資質・能力は相互に関係し合いながら育成されるものであり、二つの資質・ 

能力を育成する学習過程を通して、学習内容の深い理解と知識や技能の定着に繋がり、「知識 

及び技能」の育成にも寄与できるとのではないかと考える。 

この考察は、所属校である釜利谷高校の生徒の実態を踏まえた考察であり、各校の生徒の 

実態によって育成できる資質・能力は様々であると推察される。本研究を今後の授業改善の 

参考になればと願っている。生徒が健康課題を「自分事」として考えられるような授業実践 

が増えていく事を期待している。 
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３ おわりに 

 本研究の対象生徒である２年生は昨年度、筆者が准担任を受け持った学年であり、多くの生徒 

と関わってきた。多くの生徒は、もう一度勉強をやり直したい、基礎・基本から学力を身に付け 

たいと強い思いを持って学校生活を送っている。「学び直したい」という気持ちは、生徒一人ひ 

とりに内在しているため、学習の方法や進め方を理解すると学力が伸びていく生徒も多く、「目 

標や課題解決に向かって学習していける学習環境をつくっていきたい」という自身の問題解決へ 

の思いが研究の出発点であった。 

 今年度も、昨年度と同様にコロナ禍の大変な状況の中で、長期研究員として生徒たちのために 

何ができるのか、どんな授業をつくっていけばよいのか、日々悩んでいた。そんな大変な状況の 

中でも、一生懸命に取り組んでくれた生徒たちに本当に感謝している。また、検証授業を実施さ 

せていただいたクラスの生徒たちから、たくさんのメッセージをいただいた。このメッセージは 

その一部である（原文を掲載）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりのメッセージから、生徒自身の成長を感じることができ、保健体育科教諭として、 

より授業を大切にし、今まで以上に生徒たちが学びに向かえる環境をつくっていきたいと強く感 

じた。今後は、本研究で活用した教材等を発展させながら、よりよい授業をつくっていきたいと 

思う。 

  

最後になりましたが、本研究を行うにあたり、御多用の中、検証授業の準備から実施まで多く 

のご協力をいただいた釜利谷高等学校の岡本校長先生をはじめ、様々な場面で協力していただい

た教職員の皆様、また専門的な見地から様々な御指導、御助言をいただいた、神奈川県教育委員

会教育局指導部保健体育課の福澤指導主事に感謝致します。 

そして、本研究の趣旨を御理解いただき、御協力をいただいた保護者の皆様、検証授業に前向

きに取り組んでくれた釜利谷高等学校の生徒たちに感謝致します。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

授業での外赤先生の体験したエピソードから考えていったものは、先生のエピソードもありと 

ても現実的に、自分事のように思え、考えることができて、これからの生活や今後（老後）につ 

いて、今まではどうでもよかったと思っていたことが、とても大切で、重要なことだと気づくこ 

とができました。この授業を受けれたことを嬉しく思います。 

たったの３時間でしたが、貴重な時間に私はなったと感じています。自分で考え、他人の考え 

も聞いて成長できるような授業を本当にありがとうございました。 

 先生の授業は分かりやすく、自分のことのように考えることができました。身の回りで起きて

もおかしくないことなんだと思い、必死に解決策を探すことができました。また、自分の意見を

考え書くことで、自分に自信を持って取り組んでいく事ができました。 

 これで先生の授業を受けられないと思うと寂しい気持ちもありますが、これからも頑張ってい

こうと思います。 

少しの間でしたがとてもいい経験になりました。周りの友達の意見を聞いて、自分なりに「家

族のために何ができるのか」を考えることが大切なんだということに気づくことができました。

自分のことばかり考えていたので、周りの人たちの事を考えれるきっかけにもなりました。こう

いう面でも保健の授業はとても大切だなと思いました。本当にありがとうございました。 
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